


は じ め に 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定により、教育委員会

は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成することとなっています。 

 本報告書は、効果的な教育行政の推進を図るとともに、市民への説明責任を果たして

いくため、令和７年度の本市教育委員会の所管事務について、点検及び評価を行い、学

識経験者の意見を付して報告するものです。 

 

 

 

＜参 考＞ 

◎地方教育行政の組織及び運営に関する法律 （平成２７年４月１日改正） 

 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務

局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 
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Ⅰ 点検及び評価に関する要領 

 

１ 趣 旨 

この報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」という。）第２

６条第１項の規定に基づき、天草市教育委員会の権限に属する事務について令和７年度の点検及

び評価を行う。 

 

２ 点検評価の対象範囲 

 点検評価の対象は、地教行法第２１条に「教育委員会の職務権限」として規定されている事務

のうち、「第３次天草市総合計画」や「第３次天草市教育振興基本計画」を推進するため取り組

んだ主な事業を対象として実施する。 

 

３ 点検評価の方法 

（１）内部評価 

「事務事業」については、その「必要性」、「有効性」等の観点から評価を行い、今後の「方

向性」を判断する。 

（２）外部評価 

学識経験を有する方から、｢事業目的・内容｣、｢取組実績｣及び「総合評価（方向性）」につ

いて意見を聴取する。 

 

４ 点検評価員の委嘱 

 点検評価を行うに当たり、地教行法第２６条第２項の規定により、次のとおり点検評価員を委

嘱する。 

（１）点検評価員の数 ２人 

（２）資格 教育に関し学識経験を有する者で、性別・年齢は問わない。 

（３）任期 ２年（再任を妨げない） 

（４）報酬等 天草市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の規定による。 

 

５ 点検評価の手順 

点検評価は、次の手順により行う。 

（１）内部評価 

所管する事務事業等について、事務局各課にて評価を行う。評価にあたっては、「主要な施策

の成果に関する報告書」及び「点検評価事業一覧」をもって行う。 

（２）外部評価 

内部評価の結果を基に、点検評価員から意見を聴取する。 
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（３）最終評価 

内部評価及び外部評価の結果を踏まえ、教育委員会が最終的な評価を行う。 

（４）議会への報告 

教育委員会は、「点検及び評価報告書」を市議会に提出する。 

（５）公表 

教育委員会は、「点検及び評価報告書」をホームページに掲載し、市民に公表する。 

 

６ 点検評価の方法 

（１）「評価（達成状況）」 

評価は、次により記載する。 

Ａ：達成できた（８割以上） 

Ｂ：概ね達成できた（６割以上～８割未満） 

Ｃ：あまり達成できなかった(４割以上～６割未満) 

Ｄ：達成できなかった（４割以下） 

    ※（ ）については、評価するに当たっての目標値に対する実績値の目安とする。 

（２）「課題と方向性」 

事業を進める上での課題及び今後の方向性について記載する。 

（３）「総合評価（方向性）」 

事業評価の結果を踏まえ、今後の取組みの方向性について、次により記載する。 

Ａ：拡充（現行より拡充し継続） 

Ｂ：継続（現行を維持し継続） 

Ｃ：見直し（手法や体制を見直し継続） 

Ｄ：終了（事業の完了） 

Ｅ：廃止（事務事業の廃止） 
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Ⅱ 教育委員会の活動状況 

 

１ 教育委員選任状況 

《委員名簿》                     令和８年７月１日現在 

役職名 氏  名 任  期 

教育長 平田 浩一 R6.7.1～R9.6.30 

委 員（教育長職務代理者） 吉森 啓司 R5.7.1～R9.6.30 

委 員 行合 八恵子 R6.7.1～R10.6.30 

委 員 池崎 教授 R7.7.1～R11.6.30 

委 員 田中 とも子 R8.7.1～R12.6.30 

委 員 小林 景子 R6.7.1～R10.6.30 

※教育長の任期は３年、委員の任期は４年 

 

２ 教育委員会会議 

会議は原則公開で行い、毎月１回の定例会のほか、必要に応じて臨時会を開催し、

教育行政の実施に関する事項等の審議を行います。令和７年度においては、定例会を

１２回、臨時会を３回開催し、議案５９件の審議、協議報告３６件について審議しま

した。 

市民への積極的な情報提供を行うため、会議を傍聴できることや、会議の日時、場

所、教育委員会定例会及び臨時会の会議録のホームページへの掲載などを引き続き行

います。 

 

３ 教育委員の主な活動状況 

（１）学校訪問 

市内の幼稚園や小・中学校を訪問し、教育課程、学習指導、生徒指導その他専門的

事項について指導・助言等を行うとともに、その学校の取組みや抱えている課題の把
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握に努めました。これに、教育委員も参加し、校長との意見交換や授業・施設の視察

等を行いました。 

《学校訪問の状況》  

区  分 対 象 期  日 出席状況 

幼稚園訪問 1園 令和7年10月29日～令和7年10月29日 延べ 3人 

小学校訪問 17校 令和7年6月25日～令和7年12月18日 延べ33人 

中学校訪問 13校 令和7年7月2日～令和7年12月11日 延べ19人 

 

（２）研修会への参加 

教育委員会では、教育委員会関係団体の行事や研修会に参加し、情報交換や研さんに

努めています。 

 

（３）その他の主な会議や行事 

会議・行事名等 期  日 出席状況 

入学式・入園式 令和7年4月 延べ10人 

二十歳のつどい（１０地区） 令和7年8月、令和8年1月 延べ12人 

研究発表会（小中学校研究発表校８回） 

オンライン参加 
令和7年6月～令和8年2月 

延べ21人 

のべ4人 

社会を明るくする運動表彰式 令和7年7月5日 3人 

つながる力で天草の未来を創る教育

推進フォーラム 
令和8年1月10日 4人 

退職者感謝状贈呈式 令和8年2月20日 5人 

卒業式・卒園式 令和8年3月 延べ11人 
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４ 附属機関の状況 

政策等を立案するに当たり、専門的な判断を要する事案等について、各関係者の意

見を広く聴取し、様々な角度から議論を行うため、附属機関を設置しています。審議

会等の開催状況は次のとおりです。 

審議会等の名称 開催回数 主な審議案件 

天草市教育振興審議会 １回 
第３次天草市教育振興基本計画の
進捗状況 

天草市奨学生選考委員会 １回 奨学生の選考 

天草市就学指導委員会 ２回 
心身に障害のある児童及び生徒に
対する就学指導 

天草市いじめ防止対策審議会 １回 
本市のいじめ問題に係る現状報告、 
いじめ事案に関する審議 

天草市いじめ問題対策連絡協議会 １回 
本市のいじめ問題に係る現状報告 
いじめ問題に係る情報交換・意見交
換 

天草市立学校給食センター運営委員会 
（各センターに設置） 

各２回 
学校給食費、給食日数、納入業者、
管理運営に関する協議 

天草市学校給食食物アレルギー 
対応委員会 

２回 
基本方針、食物アレルギーの対応の
決定及び経過報告 

天草市社会教育委員会議 １回 事業報告、事業計画 

天草市立図書館協議会 １回 事業報告、事業計画 

 

５ 教育委員会の情報発信 

教育に関する制度や手続等の周知を図るとともに、教育委員会の取組みに関心を持

っていただくため、教育の現状及び課題、施策等についてホームページにおいて情報

の提供をしています。 
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Ⅲ 外部点検評価 

 

１ 点検評価員                      （５０音順・敬称略） 

氏    名 所   属   等 

後藤 千恵 
一般社団法人 天草１０００年の人と土の営み 代表理事 

元ＮＨＫ解説委員 

望月 信幸 熊本県立大学総合管理学部教授 

※任期：令和８年７月１日から令和１０年６月３０日まで（２年） 

 

２ 点検評価員会議 

・第１回点検評価員会議  令和８年８月 ６日（木）天草市役所 庁議室 

・第２回点検評価員会議  令和８年９月２４日（木）天草市役所 庁議室 

 

３ 点検評価員からの主な意見 

 教育総務課所管事業  

（１）姉妹都市教育交流事業 

・とても良い経験となるため継続してほしい。 

・海外への関心が高まる中で重要な事業。派遣された６名の貴重な経験をより多くの児童生

徒へ共有できるよう、全校生徒や近隣小学校へ写真等を交えた発表などを実施し、天草の

魅力再発見も含めた広がりを持たせるなど、予算をより活かしてほしい。 

 

（２）離島高校生修学費支援事業 

・未使用の事業も含め継続してほしい。海上タクシー支援（御所浦航路利便性強化）は部活

動減少等の影響もあると思うので、ニーズを把握し、別の必要な形での代替支援も含めて

検討・継続してほしい。 

 

（３）（４）小・中学校施設大規模改修事業 

・地震等への備えも含め設備改修は早急な対応をお願いしたい。 

・中学校の洋式化率（83.9%）において和式が一定数残っている現状について、特に女子生徒

等のニーズを踏まえ洋式化を進めてほしい。一方で、将来和式に遭遇する機会を考慮し、

日本文化として１つ程度あえて残す観点もあるのではないか。 

 

 学校教育課所管事業  

（５）学習指導補助事業 

・現場は大変であり要望も多いと思う。限りもあると思うが、できるだけ現場の要望に近づ

けられるよう引き続き推進してほしい。 

 

（６）外国語指導助手招致事業 

・訪日客の増加もあり、積極的に英語と関わっていくことが大事である。ＪＥＴプログラム
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からの移行や委託化など、体制見直しの検討については、生徒へ提供される教育環境を維

持しつつ、サポート側の負担軽減を図れる良い形で進めてほしい。 

・補助教員の要望が２倍ある現状は現場の苦労を表している。財源や有資格者の確保（臨

時教員）に限界がある中、他地域（品川区等）のように地域シニア等のボランティアに

見守りや立ち歩き児童の対応として教室に入ってもらうなど、予算増額以外の地域の力

を活用した支援の仕組みを工夫・検討してはどうか。 

 

（７）学校読書活動支援事業 

・昨年度の亀川小や天草おやじの会の文部科学大臣賞受賞など非常に高いレベルの取り組

みが行われている。一方で、貸出冊数が前年比で約１割減少している。優れた取り組み

の共有や全体的な下地づくりが大事である。 

 

（８）幼保小の架け橋プログラム推進事業 

・幼保と小学校の連携は極めて重要であるため、今年度で事業が終了しても実態把握を行い、

実態に合わせた形を構築・継続してほしい。 

・小１プロブレム解消において架け橋プログラムは大事である。 

 

（９）中学校英語検定チャレンジ事業 

・受験率だけでなく、単に受けさせられたと感じさせないよう、自発性を引き出す形で進

めてほしい。 

・単に受験率を高めるだけでなく、取得率を活動指標に入れるべきではないか。また、英

検取得者など頑張った生徒を校内でオープンに表彰・紹介するなど、生徒同士が切磋琢

磨できる仕掛けがあると良い。 

 

（10）小学校臨時教員配置事業 

・今後、方向性を検討するとのことだが、学校現場の状況に合わせて見てほしい。 

 

（11）総合的な学習活動支援事業 

・良い事業である。世界遺産やイルカ等だけでなく、地域住民から教えてもらう色んな地域

の宝物へ対象を広げていくことを期待する。 

 

（12）心の教室相談事業 

・相談の件数がかなり増えている。対応スタッフの確保は難しいと思うが、研修や増員など

早い段階からの体制整備を進めてほしい。 

・受け皿が難しいと思うが、何かいい案があるといい。 

 

（13）適応指導教室設置事業 

・新しく牛深地区に支援センター（あかね学級）ができたことを評価する。ぜひ活用して

ほしい。 
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（14）中学校部活動地域移行推進事業 

・指導員の確保が一番の課題である。ニーズを拾い上げ、折り合いを上手くつけながら確

保策を考えてほしい。 

（15）特別支援教育総合推進事業 

※意見なし 

 

（16）教育相談事業 

※意見なし 

 

（17）教育研究推進校補助金 

・教材共有（ＡｍａＥｄｕシェアＢＯＸ）は良い取り組みだが、使われ方が重要。使い方

の解説動画を載せるなど、教員が活用しやすくなる工夫や周知の機会を設けてほしい。 

・学力向上だけでなく、天草体験学習などの取り組みを増やし、未来を拓く多様な力を育

む視点を深めてほしい。 

・先生方の教材共有の取り組みは素晴らしい。事例を集めて共通教材を作る「資料づくり

検討委員会」のような仕組みの設置や、優れた教材を作成した教員の評価・表彰などの

工夫があるとさらに進むのではないか。 

 

（18）小中学校ＩＣＴ整備事業 

※意見なし 

 

 学校給食課所管事業  

（19）学校給食施設整備事業 

・予定以上の設備改修や空調整備がなされ、快適に調理できるようになったと思う。引き続

き臨機応変に対応してほしい。 

 

（20）学校給食（地産地消）推進事業 

・地産地消については食材だけでなく天草独自の調理法など、食文化全体を教育に取り入れ

てアピールしてほしい。 

・地元農家の減少や耕作放棄地の増加といった地域課題に対し、小中学生が耕作放棄地等で

サツマイモ（がね揚げ用など）等を地元住民と栽培し、給食で提供するような食育と体験

学習、地域応援を兼ねた取り組みができないか。 

 

 生涯学習課所管事業  

（21）二十歳のつどい開催事業 

・牛深地区の８月開催は、お盆や大学生の夏休みなどで参加のしやすさにつながるため良い。

出席率向上のためにも日程調整は柔軟に行ってほしい。 

・Ｕターン促進や若者の交流継続のため、20歳だけでなく 25歳や 30歳など５年ごとの節目

で集まる機会が市や各地区において継続してできるといい。 
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（22）青少年健全育成支援事業 

・事業を周知するだけでなく、受け皿となる活動団体自体の立ち上げや育成を市から働きか

けることで参加・実績の増加につながるのではないか。 

・家庭環境や経済面による体験格差が課題である。障害のある子どもやひとり親家庭など、

自発的参加が難しい子どもたちが体験を得られる機会を増やしていくことが重要であり、

力を入れてほしい。 

（23）地域と学校の連携・協働体制構築事業 

・地域の方と児童生徒など世代を超えた交流は大事である。地域に対する帰属意識の醸成に

もつながるため、年齢を問わない柔軟な交流を積極的に進めてほしい。 

・五和では自身が関わる大学生インターンシップや中学生との交流連携において地域学校協

働活動の展開ができている。 

・放課後子ども教室では、夏休みの預かりへのニーズが非常に高い状況である。 

 

（24）生涯学習推進事業 

・生涯学習講座等に参加している意欲や力のあるシニア層の力を子どもの学び・預かり支援

につなげる仕組みを作れないか。 

 

（25）移動図書館事業 

・デイサービス施設等への巡回など、高齢者等には移動図書館本を提供する一方で、若年層

にはスマホやタブレット等での読書機会の提供を進めてほしい。 

 

（26）読書活動推進事業 

・学校図書館の話において、電子が増えているとあったが、読書活動において貸出数は増え

ておらず、電子含めて貸出数を伸ばすための工夫が必要である。 

 

４ 総合評価（統括的な意見等） 

 望月点検評価員  

 点検評価対象の各事業のスタートの時期からすると、コロナ禍や社会状況により教育環境は

大きく変化したが、事業を柔軟に見直し、変化に対応しながら改善し、現場のニーズに対応さ

れている努力に感謝する。 

最終年度である令和 10年度に向けて、より充実した事業展開を行いつつ、次の施策をどう展

開していくかを視野に入れて評価や見直しを行っていく必要がある。評価指標は大切であるが、

数字を合わせるような形式的なものになっては事業の意義が損なわれるため、数字にとらわれ

すぎず、現場の環境やニーズに対応した実りのある事業展開を期待する。 

学校教育はもちろんだが、社会教育は若者から高齢者まで対象が広く、ＩＴへの対応など世

代ごとに現場の声が異なるため、限られた資源の中でも利用者の立場に立った質の高い事業を

行っていただきたい。 

天草市の教育は全国的にも個性的かつ実質的で優れており、周囲からも高く評価されている。

今後も利用者の立場に立った質の高い事業が行われることを心より願う。 
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 後藤点検評価員  

天草には人口減少などの課題もある中、豊かな自然や食文化（天日塩や砂糖・味噌づくり等）、

地域の人の魅力といった独自の地域資源が豊富に存在する。ＡＩ時代においては知識よりもど

のような体験や人との交流をしてきたかが重要となってくるため、身近で豊かな体験ができる

天草の環境は大きな強みであり、体験の島として教育振興の方向性を進めていくことが望まし

い。 

学校現場の教員の負担感に対し、生涯学習意欲や知識・技術が高いシニア世代などの地域人

材を活かす仕組みづくりが重要ではないか。学校ボランティアの養成講座でワークショップや

体験ボランティアの実施など、少額の予算やスペースを活用した地域・企業の支援によるモデ

ルケースの仕組みが出来るといいと思う。 

地域の大人と子どもが連携し、アプリ等を活用して身近な「宝物」を発見する取り組みや、

野草採取やその調理体験など低コストで満足度の高いイベントを催すなど、地域の魅力を再発

見できる機会が作れるといい。大人が自信と誇りを持って地域に関わり、子どもたちに郷土愛

や思い出を育むことで、将来的なＵターンや子育て世代の定住につながることが期待されるた

め、学校と地域がうまく連携していけたらいいと思う。 

 

５ 今後の方向性 

・点検評価員の意見を真摯に受け止め、事業の更なる充実を図るため、社会環境の変化や学校

現場・地域のニーズに応じた改善や検討、協議を十分に行い、今後の教育行政の運営に反映

させる。 

・点検評価の結果に基づき、事務事業の今後の取り組みの方向性等の見直しを行い、次年度の

予算に反映させる。 
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令和７年度　点検評価事業一覧

1.教育総務課（４事業）

総合計画
（ありたい姿・政策）

教育振興
基本計画

（政策・施策）

整理
番号

事業名称
評価
(達成
状況)

課題と方向性
総合
評価

(方向性)

2　多様性を認め合い、
互いを尊重するまちに
なっています
(5)ともに認め合う多文
化共生社会の実現

1
姉妹都市教育
交流事業

Ａ

【課題】
　派遣にあたっては物価高騰や世界情
勢の影響を受け、旅費が年々高騰して
おり、補助金による助成がなければ参
加者の自己負担が多額になる状況であ
る。
【方向性】
　天草市として姉妹都市交流は今後も
継続予定であり、子どもたちが異文化
体験や生きた外国語に直接触れる貴重
な機会でもあるため、継続とする。

Ｂ

2
離島高校生修
学支援事業

Ａ

【課題】
　２つの補助金のうち御所浦航路利便
性強化事業補助金については、高校の
朝課外の終了、天草高校倉岳校への進
学者の減少等により令和４年度から利
用実績がない。
【方向性】
　離島高校生修学支援補助金について
は、目的に沿った効果が得られてお
り、今後も継続とする。
　一方、御所浦航路利便性強化事業補
助金については、今後の見込みや、離
島から通う高校生の修学に関する他の
課題を確認し、制度改善について事業
主体である県と共に検討を進める。

Ｂ

3
小学校施設大
規模改造事業

Ｃ

【課題】
　国庫補助金を財源とするため、国か
らの補助採択がなければ計画年度で改
修工事を実施することができない。ま
た、世界的な社会情勢を要因とする物
価上昇及び資材不足に伴い、入札不調
等が増加している。
【方向性】
　天草市学校施設個別施設計画（令和
４年～令和13年）及び定期点検の結果
等を踏まえながら老朽化している施設
の状況を把握し、計画的に事業を実施
していく。また、「水銀に関する水俣
条約」に基づき、蛍光灯が段階的に製
造中止となるため、照明設備改修につ
いては短期間で更新を行う必要があ
る。

Ａ

4
中学校施設大
規模改造事業

Ｃ

【課題】
　国庫補助金を財源とするため、国か
らの補助採択がなければ計画年度で改
修工事を実施することができない。ま
た、世界的な社会情勢を要因とする物
価上昇及び資材不足に伴い、入札不調
等が増加している。
【方向性】
　天草市学校施設個別施設計画（令和
４年～令和13年）及び定期点検の結果
等を踏まえながら老朽化している施設
の状況を把握し、計画的に事業を実施
していく。また、「水銀に関する水俣
条約」に基づき、蛍光灯が段階的に製
造中止となるため、照明設備改修につ
いては短期間で更新を行う必要があ
る。

Ａ

3　生涯にわたり学び、
学習活動の成果を地域
社会で生かすことがで
きています
(6)子どもたちの学びの
充実

１ 子どもたちの
学びの充実
(2)学力の向上

１ 子どもたちの
学びの充実
(9)教育を支える
環境づくり
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令和７年度　点検評価事業一覧

2.学校教育課（14事業）

総合計画
（ありたい姿・政策）

教育振興
基本計画

（政策・施策）

整理
番号

事業名称
評価
(達成
状況)

課題と方向性
総合
評価

(方向性)

5
学習指導補助
事業

Ａ

【課題】
　学校からの配置要望は年々増加傾向
にあるが、全ての要望に応えられてい
ない状況である。
【方向性】
　マンパワーが必要な学校現場におい
て、本事業は必要な事業であるため、
適正配置に努め、今後も継続して取り
組みを行う。

Ｂ

6
外国語指導助
手招致事業

Ａ

【課題】
　学校(園)数、学級数は制度当初から
比較すると減少しているものの、授業
数増加等により現場の需要は高まって
いる。現在の学校規模や教育内容に応
じたＡＬＴの配置体制となっているか
検討する必要がある。
【方向性】
　学校現場におけるＡＬＴの活用状況
について実態調査を行い、併せてＪＥ
Ｔ、民間委託、直接雇用のメリット・
デメリットを比較し、本市に最適な体
制と適正な配置数の検討を行う。

Ｃ

7
学校読書活動
支援事業

Ａ

【課題】
　図書館業務は専門的な知識を必要と
することから、人材確保の面で課題が
ある。また、電子図書の利用は増加し
ているが、学校図書館の貸し出し冊数
は減少している。
【方向性】
　効果的な読書活動を推進するために
も学校司書の確保に努め、学校図書及
び電子図書の活用を進めていく。

Ｂ

8
幼保小の架け
橋プログラム
推進事業

Ｂ

【課題】
　園や学校における「架け橋プログラ
ム」への理解や取り組み状況の差が大
きく、また「架け橋期のカリキュラ
ム」については、各学校が取り組みや
すく、分かりやすい評価方法を作成
し、持続可能な仕組みにする必要があ
る。
【方向性】
　幼保小の学びの連続性を確保した質
の高い教育を天草市全域で提供できる
よう取り組みの充実を図っていく。

Ｂ

9
中学校英語検
定チャレンジ
事業

Ａ

【課題】
　受験率向上だけではなく、取得率の
向上を目指し、個人や学年の学習状況
に応じた受験時期の調整等を促してき
たが、取得率の顕著な改善には至らな
かった。国際的な指標（ＣＥＦＲ Ａ１
等）が示すように評価の重点は「知っ
ていること」から「実際に使えるこ
と」へと移行している。
【方向性】
　生徒が「使える英語」を身に付ける
ことができるよう、主体的・対話的で
深い学びを実現するための授業改善を
行うため、教員の授業力を向上させる
実践的研修の充実や、先進校の視察・
研究等を通じた指導法の普及・定着に
組織的に取り組んでいく。

Ｃ

3　生涯にわたり学び、
学習活動の成果を地域
社会で生かすことがで
きています
(6)子どもたちの学びの
充実

１ 子どもたちの
学びの充実
(2)学力の向上
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令和７年度　点検評価事業一覧

総合計画
（ありたい姿・政策）

教育振興
基本計画

（政策・施策）

整理
番号

事業名称
評価
(達成
状況)

課題と方向性
総合
評価

(方向性)

10
小学校臨時教
員配置事業

Ａ

【課題】
　複式学級を単式学級化することによ
り、一人一人の児童に対してきめ細や
かな指導をすることができるが、今後
は、複式学級の増加が見込まれるた
め、教員の確保や財源の確保が課題で
ある。
【方向性】
　事業の方向性を検討する必要があ
る。

Ｃ

１ 子どもたちの
学びの充実
(3)体験学習の充
実

11
総合的な学習
活動支援事業

Ａ

【課題】
　人件費や物価高騰により、児童生徒
が現地学習をする際の移動経費等が増
加傾向である。
【方向性】
　教育委員会が主導する体験学習のメ
ニューは充実しており、今後は、これ
まで各学校で実践してきた地域資源を
生かした体験学習をベースに、各校に
配置した地域学校協働活動推進員の協
力を得て、事業のブラッシュアップを
行い、効果の高い体験学習を実践して
いく。

Ｂ

12
心の教室相談
事業

Ａ

【課題】
　相談員のなり手が不足しており人材
確保の面で課題がある。また、様々な
相談があり、的確なアドバイスや対応
の必要があるため、情報交換を含めた
研修の充実を図る必要がある。
【方向性】
　生徒の悩みに対して、ストレスを少
しでも和らげることのできる環境を提
供する場としての存在意義は大きいた
め、今後も継続して取り組みを行う。

Ａ

13

適応指導教室
設置事業
(教育支援セン
ター事業)

Ａ

【課題】
　適応指導教室については、本渡地区
のみ開設しており、教育機会の格差が
生じている。本渡地区以外の児童生徒
を対象とした教育支援センター開設の
要望もあっている。
【方向性】
　様々な理由により学校に登校できな
い生徒に対して、教育を受ける機会や
社会と繋がる機会を提供する場として
の存在意義は非常に大きいため、今後
も継続して取り組みを行う。令和８年
度からは、牛深地区に教育支援セン
ターを新規に開設し、解消を図ってい
く。

Ａ

１ 子どもたちの
学びの充実
(5)健康教育・安
全教育の推進

14
中学校部活動
地域移行推進
事業

Ｂ

【課題】
　各種団体や学校関係向けの説明会を
対面式、オンデマンドで数多く行うな
ど、啓発に力を入れたが、各中学校に
おいて共通理解が進まなかった。
【方向性】
　地域展開した部活動への補助金創設
を行うとともに、人材確保や地域展開
の進め方について、学校の実情に寄り
添った支援を行っていく。

Ａ

１ 子どもたちの
学びの充実
(4)心の教育の充
実
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令和７年度　点検評価事業一覧

総合計画
（ありたい姿・政策）

教育振興
基本計画

（政策・施策）

整理
番号

事業名称
評価
(達成
状況)

課題と方向性
総合
評価

(方向性)

15
特別支援教育
総合推進事業

Ａ

【課題】
　教育上特別な支援を要する園児・児
童生徒が増加・多様化する中、インク
ルーシブ教育（障害の有無や個々の
ニーズに応じ、共に学び、成長を支え
合う教育）の重要性が増す一方で、現
場での深い理解や実践にはまだ個々の
職員で温度差がある。
【方向性】
　リーダー・コーディネーター会議等
を核として各校（園）の推進体制と巡
回相談等を活用した全体研修を充実さ
せていく。

Ｂ

16 教育相談事業 Ａ

【課題】
　専門性の高いカウンセラーからの教
育相談が受けられる一方で、相談が集
中し、要望に対応できないケースが
あった。
【方向性】
　相談体制の検討を行うとともに、他
課との連携が不十分な場面が見られた
ため、保護者からの相談に対して適切
な連携が図れるよう取り組みを行う。

Ｂ

１ 子どもたちの
学びの充実
(7)教職員の資質
の向上

17
教育研究推進
校補助金

Ａ

【課題】
　天草市のすべての学校において、
「教師の授業力の向上と児童生徒の学
力の充実を目指す」という方向性は共
有して進めているものの、取り組みに
は温度差がある。
【方向性】
　特定の学校だけでなく、すべての地
域や学校が指定を受けられるよう研究
内容や指定校数の見直しを行う。ま
た、各学校や個人の教材等を共有する
ことで、市全体のブラッシュアップを
推進するとともに、天草市ホームペー
ジを活用し、地域への発信も行ってい
く。

Ａ

１ 子どもたちの
学びの充実
(9)教育を支える
環境づくり

18
小中学校ICT整
備事業

Ａ

【課題】
　ＩＣＴ機器（大型液晶ディスプレ
イ、書画カメラ等）について、耐用年
数を迎えているものが多くあり、故障
も増加傾向である。
【方向性】
　ＩＣＴ機器の計画的な更新を行うた
め、ＧＩＧＡ第１期（令和２年度）に
導入した機器を含めた整備計画の更新
を行う。また、学校内のインターネッ
ト通信に遅延等障害が見られるため、
解消に向けた取り組みも行う。

Ｂ

１ 子どもたちの
学びの充実
(6)特別支援教育
の充実
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令和７年度　点検評価事業一覧

3.学校給食課（２事業）

総合計画
（ありたい姿・政策）

教育振興
基本計画

（政策・施策）

整理
番号

事業名称
評価
(達成
状況)

課題と方向性
総合
評価

(方向性)

19
学校給食設備
整備事業

Ａ

【課題】
　調理場については、建設から20年以
上経過している施設が多く、安定した
給食を提供するためには学校の統廃合
を視野に入れた改修や改築・統廃合の
計画の構築が必要である。
【方向性】
　小中学校の統廃合の方針及び施設の
老朽化の状況を考慮し、給食センター
の統廃合及び新築移転の計画を部内で
協議し、決定する。それに伴い、厨房
機器の更新の優先順位を見直す。

Ｂ

20
学校給食（地
産地消）推進
事業

Ａ

【課題】
　１日の給食提供数が多い調理場では
食材の安定的な確保が必要である。
【方向性】
　使用頻度が高い食材（たまねぎ・に
んじん等）については、関係機関と連
携し、供給方法等を検討するなど、天
草産食材の安定的確保につなげる。ま
た、新たに使用する天草産食材につい
ては、農業関係者だけではなく、他事
業者（商工会や製造業者等）からも情
報収集を行い、食材の発掘を行う。

Ｂ

3　生涯にわたり学び、
学習活動の成果を地域
社会で生かすことがで
きています
(6)子どもたちの学びの
充実

１ 子どもたちの
学びの充実
(10)学校給食の充
実
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令和７年度　点検評価事業一覧

4.生涯学習課（６事業）

総合計画
（ありたい姿・政策）

教育振興
基本計画

（政策・施策）

整理
番号

事業名称
評価
(達成
状況)

課題と方向性
総合
評価

(方向性)

21
二十歳のつど
い開催事業

Ａ

【課題】
　二十歳のつどい対象者数が減少傾向
にあることから、式典のあり方等に関
するアンケート調査結果を分析し、今
後の方向性について各支所と検討を行
い、見直していく必要がある。
【方向性】
　今後は対象者数の減少が見込まれる
ため、二十歳のつどいのあり方を協議
し、開催方法等を検討していく。ま
た、心に残る魅力ある式典となるよ
う、各支所と協議を行い、内容を見直
しながら開催していく。

Ｂ

22
青少年健全育

成事業
Ｂ

【課題】
　青少年健全育成補助金については、
社会教育活動団体等へ幅広く周知する
必要がある。
　社会を明るくする運動は、保護司会
と連携し、広報、啓発活動を継続的に
実施していく必要がある。
　青少年の体験学習や活動状況につい
ては情報発信を行い、市民へ広く周知
する必要がある。
【方向性】
　青少年健全育成活動をさらに拡充さ
せるため、補助金について様々な情報
媒体を活用して市民へ広く周知を行
い、申請団体の増加につなげる。
　社会を明るくする運動については、
作文や標語の募集を継続して行い、広
く市民への周知・啓発活動に取り組
む。
　青少年の体験学習や活動に関する情
報発信については、「天草市体験学習
サイト」（令和８年４月開設）を活用
し、関連する部署や団体への周知及び
情報収集や発信に取り組む。

Ｂ

23
地域と学校の
連携・協働体
制構築事業

Ａ

【課題】
　家庭教育支援事業については、家庭
教育講座等の学習機会を提供し、周知
啓発活動について関係機関と連携して
取り組む必要がある。
【方向性】
　将来を担う子どもたちの育成及び家
庭や地域の教育力向上のため、学校、
子ども、家庭、地域、行政の五者連携
によるコミュニティスクールと地域学
校協働活動の一体的推進を図ってい
く。
　放課後子ども教室及び家庭教育支援
事業については、学習機会の提供や周
知・啓発等に継続して取り組み、事業
の充実を図っていく。また、未就学児
期の家庭での生活が子どもの発育や成
長に重要であるため、未就学児の保護
者に対する「親の学び」プログラム講
座を普及していく。

Ｂ

3　生涯にわたり学び、
学習活動の成果を地域
社会で生かすことがで
きています
(8)生涯にわたる学びの
推進

２ 生涯にわたる
学びの推進
(1)生涯学習の機
会の提供
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令和７年度　点検評価事業一覧

総合計画
（ありたい姿・政策）

教育振興
基本計画

（政策・施策）

整理
番号

事業名称
評価
(達成
状況)

課題と方向性
総合
評価

(方向性)

24
生涯学習推進
事業

Ａ

【課題】
　講座の進め方や学習の機会、学習情
報の発信の方法などを工夫し、市民の
学習環境の充実につなげる必要があ
る。
【方向性】
　幅広い年齢層や参加者のニーズに合
わせた講座の企画、開催方法等の見直
しを行い、多様な学習機会の提供に努
める。また、市ホームページやケーブ
ルテレビ、みつばちラジオ等を活用
し、講座情報の発信を継続的に行って
いく。

Ｂ

25
移動図書館事
業

Ａ

【課題】
　広大な面積の本市では、読書環境の
地理的格差があり、また、利用者の高
齢化等に伴い、新たな視点によるサー
ビス展開が必要である。
【方向性】
　移動図書館の資料を充実させ、デイ
サービス施設等の新規巡回先の獲得、
巡回場所や貸出方法の見直しを行いな
がら、読書環境の地域格差解消を図っ
ていく。

Ｂ

26
読書活動推進
事業

Ｂ

【課題】
　読書に対する障壁をなくすため、電
子図書館サービス等による図書館のＤ
Ｘ化を促進していく必要がある。
【方向性】
　紙資料と電子資料を合わせたハイブ
リッドな図書館として、市民の読書活
動及び学習活動を生涯にわたり支援し
ていく。

Ｂ
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【 教育総務課】  

１  姉妹都市教育交流事業 

２  離島高校生修学費支援事業 

３  小学校施設大規模改造事業 

４  中学校施設大規模改造事業 

 

【 学校教育課】  

５  学習指導補助事業 

６  外国語指導助手招致事業 

７  学校読書活動支援事業 

８  幼保小の架け橋プロ グラ ム推進事業 

９  中学校英語検定チャ レ ンジ事業 

10 小学校臨時教員配置事業 

11 総合的な学習活動支援事業 

12 心の教室相談事業 

13 適応指導教室設置事業 

14 中学校部活動地域移行推進事業 

15 特別支援教育総合推進事業 

16 教育相談事業 

17 教育研究推進校補助金 

18 小中学校Ｉ Ｃ Ｔ 整備事業 

 

【 学校給食課】  

19 学校給食設備整備事業 

20 学校給食（ 地産地消） 推進事業 

 

【 生涯学習課】  

21 二十歳のつど い開催事業 

22 青少年健全育成事業 

23 地域と 学校の連携・ 協働体制構築事業 

24 生涯学習推進事業 

25 移動図書館事業 

26 読書活動推進事業 

令和７ 年度 主要な施策の成果に関する 報告書（ 点検評価事業分）  

第２ 回点検評価員会議　 資料２
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料

金
の

全
額

を
助

成
　

・
利

用
実

績
な

し
（

制
度

対
象

者
0人

）

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

活  動  指  標

単、

位
実

績
値

補
助

対
象

者
数

（
離

島
高

校
生

修
学

支
援

事
業

目
標

値
58

4
2

36
2
8

34
）

人
実

績
値

47
3
5

31
○

財
源

目
標

値

事 業 の 成 果 等

　
・

通
学

費
補

助
　

　
国

1
/4

　
県

1/
2

実
績

値
　

・
下

宿
費

等
補

助
　

国
1
/2

目
標

値
　

・
御

所
浦

2
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3
生

学
習

活
動

の

令
和

 7
年

度
　

成

一
般

会
計

　
決

算
（

単
位

果

：
円

）

あ
り

た
い

姿
所

属
を

教
育

部
 教

育
総

務
課

 
地

施
設

係

款
0
9

教
育

費
政

域

策
(
6)

子
ど

も
た

ち
の

涯
社

学
び

の
充

実

事
業

名
称

項

会

02
小

学
校

費

目
0
3

小

で

学
校

建
設

費
事

業
分

類
継

生

続
事

業
事

業
年

度
平

成
1

か

8年
度

～
令

和
10

年
度

す

決
算

額
財

源
内

訳
前

年
度

こ

決
算

額
国

庫
支

出
金

県
支

と

出
金

市
債

そ
の

他
一

般
財

が

源

2
6,

2
1
6,

4
2

で

8
2
6,

21
6
,4

2

に
き

8
36

,1
52

,7
2

て

8

節
節

　
名

　
称

金
　

額

い

区
分

款
　

・
　

節
　

以
　

ま

下
　

名
　

称
金

　
額

12

す

委
託

料
6,

79
8,

0

0

00
事 業 費 内 訳

13
使

2

用
料

及
び

賃
借

料
1,

0

小

02
,
22

8
財 源 内 訳

学

14
工

事
請

負
費

18
,

校

41
6,

20
0

【
目

的

わ

施

】
○

設
計

等
委

託
料

　
6

設

件
　

6,
79

8,
0
0

大

0円

事 業 の 目 的 ・ 効 果

規

　
学

校
施

設
の

大
規

模
な

模

改
修

工
事

を
行

い
、

児
童

改

が
心

地
よ

く
学

習
が

で
き

造

る
よ

う
教

育
環

境
の

改
善

事

を
図

る
。

事  業  実  

業

績

　
・

楠
浦

小
学

校
ト

イ
レ

改
修

工
事

監
理

業
務

委

た

託
　

　
1,

05
6,

00
0
円

【
効

果
】

　
・

本
渡

北
小

学
校

校
舎

中
性

化
診

断
業

務
委

託
（

2件
）

 9
24

,0
00

円
　

学
校

教
育

の
円

滑
な

実
施

と
施

設
の

耐
久

性
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

学
習

環
境

を
整

え
る

こ
と

で
意

欲
的

に
学

習
に

り

　
・

本
渡

北
小

学
校

地
質

調
査

業
務

委
託

（
2件

）
 　

　
1
,9

8
0,

00
0
円

取
り

組
む

こ
と

に
つ

な
が

る
。

　
・

本
渡

北
小

学
校

改
築

に
伴

う
事

前
調

査
業

務
委

託
  

2,
83

8,
00

0
円

○
使

用
料

及
び

賃
貸

料
　

1
件

　
1,

00
2,

2
28

学

円
　

・
本

渡
北

小
学

校
仮

設
校

舎
賃

貸
借

○
工

事
請

負
費

　
2件

　
18

,4
16

,2
00

円
　

・
楠

浦
小

ト
イ

レ
改

修
（

建
築

・
設

備
）

工
事

　
18

,
41

6,
2
00

円
 

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

び

和
 9

年
度

活  動  指  標

単
位

実
績

値

大
規

模
改

造
小

学
校

数
目

標
値

1
1

2
1

2
校

実
績

値
1

1
1

【
成

果
】

目
標

値

事 業 の 成 果 等

　
ト

イ
レ

改
修

に
つ

い
て

は
、

洋
式

化
率

90
.1

％
・

乾
式

清
掃

方
式

1
5校

と
な

実
績

値
り

、
衛

生
環

境
の

向
上

に

、

寄
与

し
た

。
目

標
値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

－
 
3
1
 
－

3
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3
生

学
習

活
動

の

令
和

 7
年

度
　

成

一
般

会
計

　
決

算
（

単
位

果

：
円

）

あ
り

た
い

姿
所

属
を

教
育

部
 教

育
総

務
課

 
地

施
設

係

款
0
9

教
育

費
政

域

策
(
6)

子
ど

も
た

ち
の

涯
社

学
び

の
充

実

事
業

名
称

項

会

03
中

学
校

費

目
0
3

中

で

学
校

建
設

費
事

業
分

類
継

生

続
事

業
事

業
年

度
平

成
1

か

8年
度

～
令

和
10

年
度

す

決
算

額
財

源
内

訳
前

年
度

こ

決
算

額
国

庫
支

出
金

県
支

と

出
金

市
債

そ
の

他
一

般
財

が

源

2
7,

3
0
6,

3
1

で

6
2
7,

30
6
,3

1

に
き

6
90

,0
57

,0
0

て

0

節
節

　
名

　
称

金
　

額

い

区
分

款
　

・
　

節
　

以
　

ま

下
　

名
　

称
金

　
額

14

す

工
事

請
負

費
27

,3
0

0

6,
31

6
事 業 費 内 訳

2

財 源 内 訳

【
目

的
】

○
工

中

事
請

負
費

　
2件

　
27

学

,3
06

,3
1
6円

事

校

業 の 目 的 ・ 効 果

　
学

校

わ

施

施
設

の
大

規
模

な
改

修
工設

事
を

行
い

、
生

徒
が

心
地

大

よ
く

学
習

が
で

き
る

よ
う

規

教
育

環
境

の
改

善
を

図
る

模

。

事  業  実  績

  

改

・
河

浦
中

学
校

1階
ト

イ

造

レ
改

修
（

建
築

・
設

備
）

事

工
事

　
2
7,

30
6
,

業

3
16

円
【

効
果

】
 

　
学

校
教

育
の

円
滑

な
実

施

た と
施

設
の

耐
久

性
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

学
習

環
境

を
整

え
る

こ
と

で
意

欲
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

に
つ

な
が

る
。

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

活  動  指  標

単
位

実
績

値

り

大
規

模
改

造
中

学
校

数
目

標
値

2
2

1
1

2
校

実
績

値
2

2
1

【
成

果
】

目
標

値

事 業 の 成 果 等

　
ト

イ
レ

改
修

に
つ

い
て

は
、

洋
式

化
率

83
.9

％
・

乾
式

清
掃

方
式

1
2校

と
な

実
績

値
り

、
衛

生
環

境
の

向
上

に
寄

与
し

た
。

目
標

値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

学

目
標

値

実
績

値

－
 
3
3
 
－

び
、

4
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3
生

学

 7
年

度
令

和
 8

年
度

令
和

 9
年

度
体

の
日

本
語

指
導

員
が

、
児

童
生

徒
が

通
う

学
校

に
出

向
き

、
日

本
語

指
導

を

活  動  指  標

単
位

実
績

値
行

っ
た

。
学

習
指

導
補

助
教

員
・

教
育

活
動

支
援

員
数

目
標

値
40

5
0

48
4
8

48
　

・
日

本
語

指
導

業

習

務
委

託
料

 　
　

　
15

9
,5

40
円

（
中

学
生

1人
）

人
実

績
値

41
4
8

48
【

成
果

】
目

標
値

事 業 の 成 果 等

　
市

内
の

小
学

校
及

び
中

学
校

に
補

助
教

員
等

を
配

置
し

、
き

め
細

や
か

な
指

実
績

値
導

を
行

う
こ

と
で

、
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

活

学
校

教
育

の
実

現
が

図
目

標
値

ら
れ

た
。

実
績

値

目
標

値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

－
 
1
5
 
－

動

令

の

和
 7

年
度

　
一

般
会

計

成

　
決

算
（

単
位

：
円

）

あ
果

り
た

い
姿

所
属

教
育

部
 

を
学

校
教

育
課

 教
務

係

款

地

09
教

育
費

政
策

(6
)

域

子
ど

も
た

ち
の

学
び

の
充

涯
社

実

事
業

名
称

項
0
1

教
育

会

総
務

費

目
0
3

教
育

振
興

で

費
事

業
分

類
継

続
事

業
事

生

業
年

度
平

成
18

年
度

～

か

令
和

10
年

度

決
算

額
財

す

源
内

訳
前

年
度

決
算

額
国

こ

庫
支

出
金

県
支

出
金

市
債

と

そ
の

他
一

般
財

源

1
49

が

,5
0
5,

81
7

14

で

9,
50

5
,8

17
1

に
き

3
1
,6

42
,5

27

て

節
節

　
名

　
称

金
　

額
区

い 分
款

　
・

　
節

　
以

　
下

ま

　
名

　
称

金
　

額
01

報

す

酬
1
04

,2
4
0,

4

4

48
事 業 費 内 訳

03
職

2

員
手

当
等

20
,9

0
4

学

,
90

8
財 源 内 訳

04

習

共
済

費
20

,7
80

,

指

25
3

08
旅

費
3
,4

わ

導

20
,
66

8
12

委
託

補

料
15

9,
54

0

【
目

助

的
】

　
○

学
習

指
導

補
助

事

教
員

及
び

教
育

活
動

支
援

業

員
の

配
置

事 業 の 目 的 ・ 効 果

　
小

学
校

及
び

中
学

校
に

お
い

て
、

小
・

中
学

校
等

の
教

員
免

許
状

を
持

つ
者

を
補

助
教

員
と

し
て

配
置

し
、

テ
ィ

ー
ム

・
テ

た

ィ
ー

チ

事  業  実  績

　
市

内
の

小
学

校
1学

年
、

2学
年

に
31

人
以

上
の

学
級

が
あ

る
学

校
や

特
別

な
ン

グ
等

き
め

細
や

か
な

指
導

を
行

い
、

ま
た

、
教

員
免

許
を

必
要

と
し

な
い

教
育

活
動

支
援

員
を

配
置

し
、

学
校

生
活

に
お

け
る

支
援

支
援

を
要

す
る

児

り

童
生

徒
が

在
籍

す
る

学
級

を
抱

え
る

学
校

に
対

し
て

、
授

業
や

介
助

を
行

う
こ

と
で

、
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

学
校

教
育

の
実

現
を

図
る

。
支

援
や

生
活

支
援

を
行

う
会

計
年

度
任

用
職

員
を

配
置

し
た

。
【

効
果

】
　

・
学

習
指

導
補

助
教

員
報

酬
等

　
1

学

49
,3

4
6,

27
7円

（
4
8人

分
）

　
担

任
教

諭
と

補
助

教
員

や
教

育
活

動
支

援
員

が
テ

ィ
ー

ム
・

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

で
児

童
生

徒
一

人
一

人
に

目
が

行
き

届
い

た
細

や
か

な
　

　
〔

配
置

状
況

〕
学

習
指

導
を

行
う

こ
と

で
、

学
習

態
度

や
集

団
生

活
等

の
基

礎

び

的
事

項
の

定
着

・
向

上
が

図
ら

れ
る

。
ま

た
、

日
本

語
指

導
が

必
要

な
　

　
　

　
・

小
学

校
1
学

年
、

2学
年

に
31

人
以

上
の

学
級

で
特

に
配

慮
を

要
す

児
童

生
徒

の
生

活
環

境
の

整
備

、
学

力
向

上
が

図
ら

れ
る

。
　

　
　

　
　

る
学

級
へ

の
配

置
　

3人
　

　
　

、

　
・

特
別

支
援

学
級

ほ
か

特
に

配
慮

を
要

す
る

学
級

へ
の

配
置

 4
5人

 ○
外

国
人

児
童

生
徒

等
へ

の
日

本
語

指
導

業
務

の
実

施
　

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
・

生
徒

に
対

し
て

、
委

託
契

約
を

締
結

し
た

団

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和

5
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3
生

学

和
 5

年
度

令
和

 6
年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

活  動  指  標

単
位

実
績

値

外
国

語
指

導
助

手
数

目
標

値
11

1
1

11
1
1

11
人

実
績

値
11

1
1

11
【

成
果

】
目

標
値

事 業 の 成 果 等

　
外

国
語

指
導

助
手

を
公

立
幼

稚
園

、

習

市
内

小
・

中
学

校
に

巡
回

方
式

で
配

置
実

績
値

し
、

担
任

や
英

語
専

科
教

員
と

連
携

し
て

授
業

等
を

行
い

、
生

き
た

外
国

語
を

目
標

値
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
実

績
値

目
標

値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

－
 
1
6
 
－

活
動

の

令
和

 7
年

度
　

一

成

般
会

計
　

決
算

（
単

位
：

果

円
）

あ
り

た
い

姿
所

属
教

を
育

部
 学

校
教

育
課

 教
地

務
係

款
0
9

教
育

費
政

策

域

(
6)

子
ど

も
た

ち
の

学

涯
社

び
の

充
実

事
業

名
称

項
0

会

1
教

育
総

務
費

目
0
3

教

で

育
振

興
費

事
業

分
類

継
続

生

事
業

事
業

年
度

平
成

18

か

年
度

～
令

和
10

年
度

決

す

算
額

財
源

内
訳

前
年

度
決

こ

算
額

国
庫

支
出

金
県

支
出

と

金
市

債
そ

の
他

一
般

財
源

が

6
0,

9
4
0,

2
07

で

2,
10

6,
24

0
5

に
き

8,
83

3
,9

67
5

て

5
,5

93
,6

40

節

い

節
　

名
　

称
金

　
額

区
分

ま

款
　

・
　

節
　

以
　

下
　

す

名
　

称
金

　
額

01
報

酬

4

45
,5

71
,
71

2

3

他
諸

収
入

・
外

国
語

指
導

外

助
手

家
賃

本
人

一
部

負
担

国

金
2,

10
6
,2

40

語

事 業 費 内 訳

04
共

済
費

わ

指

7,
26

6,
61

1
財

導

源 内 訳

07
報

償
費

30

助

,
00

0
08

旅
費

1
,

手

47
2,

74
4

10
需

招

用
費

3
2,

7
80

13

致

使
用

料
及

び
賃

借
料

4,

事

10
4,

00
0

18
負

業

担
金

補
助

及
び

交
付

金
2,

4
6
2,

3
60

【
目

的
】

　
外

国
語

指
導

助
手

た

を
公

立
幼

稚
園

、
市

内
小

・
中

学
校

に
巡

回
方

式
で

配
置

事 業 の 目 的 ・ 効 果

　
子

ど
も

た
ち

が
国

際
交

流
や

異
文

化
交

流
を

通
じ

て
生

き
た

英
語

に
触

れ
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

楽
し

さ
を

学
び

な
が

ら
、

グ

事  業  実  績

し
、

担
任

や
英

語
専

科
教

員
と

り

の
テ

ィ
ー

ム
・

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

に
よ

り
語

学
指

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
と

実
践

的
な

英
語

力
を

育
む

。
導

等
を

行
っ

た
。

  
【

効
果

】
 

　
外

国
語

指
導

助
手

を
公

立
幼

稚
園

、
小

・
中

学
校

に
巡

回
配

置
す

る
こ

と
で

、
生

き
た

英
語

に
触

れ
る

貴
重

な
機

会
と

な
り

、

学

子
ど

　
・

外
国

語
指

導
助

手
報

酬
等

 
  

5
2,

83
8,

32
3円

（
11

人
分

）
も

た
ち

の
英

語
学

習
へ

の
興

味
や

意
欲

を
高

め
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

。
ま

た
、

異
文

化
交

流
を

通
じ

て
多

様
な

価
値

観
に

触
れ

る
こ

　
・

使
用

料
及

び
賃

借
料

 
  

  

び

  
 
4,

10
4,

00
0円

と
で

、
国

際
的

な
視

野
を

持
つ

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

育
成

や
、

教
員

の
指

導
力

向
上

に
も

貢
献

し
、

教
育

全
体

の
質

の
向

上
に

も
寄

与
　

・
負

担
金

補
助

及
び

交
付

金
 
  

 
2,

46
2,

36
0
円

す
る

。
　

・
旅

費
  

 

、

  
  

  
  

  
  

  
  

 
1,

47
2,

74
4円

　
・

需
用

費
  

  
  

  
 
  

  
  

  
  

  
3
2,

78
0
円

　
・

報
償

費
  

  
  

  
 
  

  
  

  
  

  
3
0,

00
0
円

指
標

名
目

標
値

令

6
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3
生

学

果
的

な
読

書
活

動
や

蔵
書

の
整

備
、

図
書

目
標

値
室

の
視

覚
的

な
環

境
整

備
を

行
う

こ
と

で
、

学
校

図
書

館
教

育
の

充
実

が
図

ら
実

績
値

れ
、

子
ど

も
達

の
本

へ
の

関
心

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
目

標
値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

－
 
1
7
 
－

習
活

動
の

令
和

 7
年

度
　

一
般

成

会
計

　
決

算
（

単
位

：
円

果

）

あ
り

た
い

姿
所

属
教

育
を

部
 学

校
教

育
課

 
教

務
地

係

款
0
9

教
育

費
政

策
(

域

6)
子

ど
も

た
ち

の
学

び

涯
社

の
充

実

事
業

名
称

項
0
1

会

教
育

総
務

費

目
0
3

教
育

で

振
興

費
事

業
分

類
継

続
事

生

業
事

業
年

度
平

成
18

年

か

度
～

令
和

10
年

度

決
算

す

額
財

源
内

訳
前

年
度

決
算

こ

額
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

と

市
債

そ
の

他
一

般
財

源

5

が

1,
54

6,
49

5
5

で

1,
54

6
,4

95
4

に
き

7
,8

05
,1

53

節

て

節
　

名
　

称
金

　
額

区
分い

款
　

・
　

節
　

以
　

下
　

ま

名
　

称
金

　
額

01
報

酬

す

34
,6

82
,
56

2

4

事 業 費 内 訳

03
職

員
手

4 当
等

6,
94

3,
89

学

1
財 源 内 訳

04
共

済
費

校

6,
98

5,
14

7
0

読

8
旅

費
1,

6
5
8,

9

わ

書

00
10

需
用

費
87

,

活

50
0

12
委

託
料

1
6

動

5,
00

0
17

備
品

購

支

入
費

1,
02

3,
49

援

5

【
目

的
】

　
図

書
館

業

事

務
の

専
門

的
知

識
を

有
す

業

る
学

校
司

書
を

市
内

の
小

・
中

学
校

（

事 業 の 目 的 ・ 効 果

　
学

校
教

育
に

お
い

て
、

児
童

の
豊

か
な

感

た

性
を

磨
き

、
表

現
力

を
高

め
想

像
力

を
豊

か
に

し
、

情
報

活
用

能
力

を
向

上
さ

せ
る

な
ど

事  業  実  績

30
校

）
に

、
2校

に
1人

の
割

合
で

巡
回

配
置

し
た

。
た

だ
し

、
学

校
規

模
（

蔵
効

果
的

な
読

書
活

動
や

多
様

な
学

習
活

動
を

推
進

す
る

。
書

数
、

貸
出

り

冊
数

等
）

に
よ

り
、

本
渡

北
小

、
亀

川
小

に
つ

い
て

は
、

1人
を

【
効

果
】

専
属

で
配

置
し

た
。

　
図

書
室

の
環

境
整

備
及

び
図

書
の

整
備

が
行

わ
れ

、
子

ど
も

た
ち

の
本

へ
の

関
心

が
高

ま
る

な
ど

、
学

校
教

育
に

お
け

る
効

果
的

な
　

 
読

書
活

動
が

推
進

さ
れ

、

学

学
校

図
書

教
育

の
充

実
が

図
ら

れ
る

。
○

学
校

司
書

の
配

置
　

・
学

校
司

書
報

酬
等

　
　

　
5
0,

27
0,

5
00

円
（

1
6人

分
）

　
・

図
書

シ
ス

テ
ム

保
守

経
費

 
  

16
5,

0
00

円
  

・
図

書
シ

ス
テ

ム
更

新
等

　
 
1,

02
3,

4
95

円
　

び

・
消

耗
品

　
　

　
　

　
　

　
　

  
87

,5
00

円
　

　
　

・
図

書
貸

出
冊

数

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

　
　

R6
年

度
　

41
7,

79
5
冊

　
→

　
R7

年
度

　
38

1,
56

1冊

活  

、

動  指  標

単
位

実
績

値

学
校

司
書

配
置

数
目

標
値

16
1
6

16
1
6

16
人

実
績

値
16

1
6

16
【

成
果

】
目

標
値

事 業 の 成 果 等

　
図

書
館

業
務

の
専

門
的

知
識

を
有

す
る

学
校

司
書

を
各

学
校

に
配

置
し

、
学

実
績

値
校

図
書

シ
ス

テ
ム

等
を

活
用

し
た

効

7
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3
生

学

先
進

地
視

察
か

ら
学

び
、

組
織

体
制

の
確

立
を

し
た

。
な

さ
れ

る
。

　
・

モ
デ

ル
地

域
の

実
践

を
そ

の
ま

ま
市

全
体

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
化

は
せ

ず
、

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

　
　

各
学

校
区

の
特

習

性
・

経
営

方
針

を
反

映
し

た
対

話
の

場
の

設
置

と
、

共
通

活  動  指  標

単
位

実
績

値
　

　
視

点
を

取
り

入
れ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
作

成
へ

の
着

手
を

推
進

し
た

。
会

議
等

の
実

施
目

標
値

8
8

 
回

実
績

値
6

【
成

果
】

架
け

橋
期

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

作
成

及
び

運

活

用
目

標
値

1
5

事 業 の 成 果 等

・
校

長
会

議
や

園
長

会
議

、
主

任
会

議
な

ど
で

事
業

の
説

明
な

ど
啓

発
活

動
を

小
学

校
区

実
績

値
1

行
い

、
周

知
が

で
き

た
。

目
標

値
・

各
学

校
区

の
特

性
・

経
営

方
針

を
反

映
し

た
対

話
の

場
の

設
置

と
、

共
通

視
実

績
値

点
を

取
り

動

入
れ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
作

成
へ

の
着

手
の

推
進

を
行

っ
た

。
目

標
値

・
園

や
学

校
訪

問
に

よ
る

、
実

態
の

把
握

や
園

・
校

内
研

修
サ

ポ
ー

ト
を

行
っ

実
績

値
た

。
（

事
業

の
説

明
、

推
進

校
の

進
捗

、
組

織
体

制
の

確
立

案
な

ど
）

目
標

値
 研

修
実

施
校

：
本

渡
北

小

の

、
御

所
浦

小
、

亀
川

小
、

楠
浦

小
、

新
和

小
実

績
値

－
 
2
1
 
－

令
和

 

成

7
年

度
　

一
般

会
計

　
決

果

算
（

単
位

：
円

）

あ
り

た
を

い
姿

所
属

教
育

部
 学

校
地

教
育

課
 指

導
係

款
0
9

域

教
育

費
政

策
(6

)
子

ど涯
社

も
た

ち
の

学
び

の
充

実

事

会

業
名

称
項

0
1

教
育

総
務

で

費

目
0
3

教
育

振
興

費
事

生

業
分

類
新

規
事

業
事

業
年

か

度
令

和
 7

年
度

～
令

和

す

 8
年

度

決
算

額
財

源
内

こ

訳
前

年
度

決
算

額
国

庫
支

と

出
金

県
支

出
金

市
債

そ
の

が

他
一

般
財

源

1
5
4,

5

で

21
1
54

,5
21

0

に
き

0

節
節

　
名

　
称

金
　

額

て 区
分

款
　

・
　

節
　

以
　

い

下
　

名
　

称
金

　
額

07

ま

報
償

費
30

,
00

0
県

す 県
支

出
金

・
教

育
支

援
体

0

制
整

備
事

業
費

交
付

金
1

8

54
,5

21
事 業 費 内

幼

訳

08
旅

費
75

,2
7

保

4
財 源 内 訳

10
需

用
費

小

24
,
49

7
17

備
品

わ

の

購
入

費
24

,
75

0

【

架

目
的

】
○

幼
保

小
の

架
け

け

橋
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
15

4

橋

,5
21

円
　

事 業 の 目

プ

的 ・ 効 果

　
施

設
類

型
を

ロ

問
わ

ず
、

幼
保

小
の

関
係

グ

者
が

連
携

・
協

働
し

、
子

ラ

ど
も

の
発

達
や

学
び

の
連

ム

続
性

を
確

保
し

た
カ

リ
キ

推

ュ
ラ

ム
の

作

事  業  実

た

進

 績

 
成

や
教

育
方

法
の

事

改
善

を
図

る
た

め
の

体
制

業

構
築

を
行

う
。

推
進

校
…

天
草

市
立

本
渡

北
小

学
校

　
ま

た
、

こ
の

こ
と

を
通

し
て

、
市

内
幼

稚
園

・
保

育
所

等
・

小
学

校
の

す
べ

て
の

幼
児

及
び

児
童

一
人

一
人

が
よ

り
平

等
に

教
育

を
①

幼
保

小
の

関
係

者
が

り

連
携

・
協

働
し

た
架

け
橋

期
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作

成
受

け
、

そ
の

後
の

学
び

へ
と

接
続

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
、

実
施

、
改

善
に

向
け

て
取

り
組

ん
だ

。
【

効
果

】
　

・
架

け
橋

会
・

連
携

推
進

会
議

（
年

２
回

）
　

推
進

校
に

お
い

て
は

、
架

け
橋

期
の

カ
リ

キ
ュ

学

ラ
ム

の
実

践
・

評
価

・
改

善
を

行
い

、
学

び
の

連
続

性
を

確
保

し
た

架
け

橋
期

の
教

　
・

架
け

橋
会

・
連

携
担

当
者

会
議

（
年

４
回

）
育

の
充

実
と

、
子

ど
も

た
ち

へ
の

質
の

高
い

教
育

を
保

障
し

、
天

草
市

全
体

に
浸

透
で

き
る

よ
う

取
組

の
充

実
を

図
る

。
　

・
交

び

流
活

動
（

1年
生

、
5年

生
と

園
児

の
交

流
　

年
１

６
回

）
　

市
に

お
い

て
は

、
関

係
部

局
が

連
携

し
て

研
修

や
取

組
に

つ
い

て
発

信
を

行
う

こ
と

で
、

推
進

校
の

研
究

支
援

及
び

市
内

全
域

の
架

②
幼

保
小

の
関

係
者

が
連

携
・

協
働

し
た

架
け

橋
期

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

、

ム
の

作
成

け
橋

期
の

教
育

に
関

す
る

理
解

の
深

ま
り

が
見

込
ま

れ
る

。
、

実
施

、
改

善
を

図
る

た
め

の
体

制
を

構
築

し
た

。
　

こ
の

よ
う

に
し

て
、

園
・

学
校

・
行

政
関

係
者

等
が

一
体

と
な

っ
て

、
架

け
橋

期
の

充
実

に
取

り
組

ん
で

い
く

た
め

の
体

制
構

築
が

　
・

8

-26-



3
生

学

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

目
標

値
　

外
部

検
定

へ
の

積
極

的
な

挑
戦

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
生

徒
が

身
近

に
英

語
実

績
値

力
向

上
を

目
指

せ
る

環
境

を
整

え
、

英
語

学
習

へ
の

意
識

・
意

欲
を

高
め

る
契

目
標

値
機

と
な

っ
た

。
実

績
値

 

－
 
2
7
 
－

習
活

動
の

令
和

 7
年

成

度
　

一
般

会
計

　
決

算
（

果

単
位

：
円

）

あ
り

た
い

姿
を

所
属

教
育

部
 学

校
教

育
地

課
 指

導
係

款
0
9

教
育

域

費
政

策
(6

)
子

ど
も

た

涯
社

ち
の

学
び

の
充

実

事
業

名

会

称
項

0
1

教
育

総
務

費

目

で

03
教

育
振

興
費

事
業

分

生

類
継

続
事

業
事

業
年

度
令

か

和
元

年
度

～
令

和
10

年

す

度

決
算

額
財

源
内

訳
前

年

こ

度
決

算
額

国
庫

支
出

金
県

と

支
出

金
市

債
そ

の
他

一
般

が

財
源

5,
18

3,
90

で

0
77

7
,0

00
4,

に
き

40
6
,9

00
5,

5

て

0
5
,6

00

節
節

　
名

い

　
称

金
　

額
区

分
款

　
・

ま

　
節

　
以

　
下

　
名

　
称

す

金
　

額
18

負
担

金
補

助

6

及
び

交
付

金
5,

18
3

8

,
90

0
県

県
支

出
金

・

中

中
学

校
英

語
検

定
チ

ャ
レ

学

ン
ジ

事
業

費
77

7
,0

校

00
事 業 費 内 訳

財 源 内

わ

英

訳

【
目

的
】

○
中

学
校

英

語

語
検

定
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

検

補
助

金
　

5,
18

3,

定

90
0円

事 業 の 目 的 ・

チ

効 果

　
中

学
生

の
英

語
力

ャ

向
上

の
た

め
、

生
徒

の
保

レ 護
者

に
対

し
、

受
験

料
の

ン

補
助

を
行

い
、

英
語

検
定

ジ

等
の

外
部

検
定

試
験

へ
の

事

積
極

的

事  業  実  績

た

業

　
・

補
助

対
象

者
な

挑
戦

を
支

援
す

る
。

　
　

市
内

中
学

校
に

在
籍

し
、

英
語

検
定

を
受

験
し

た
中

学
生

の
保

護
者

【
効

果
】

　
　

（
英

語
検

定
を

受
験

し
た

中
学

生
１

人
に

つ
き

年
１

回
）

　
英

語
検

定
受

験
に

係
る

保
護

者
の

経
済

的
負

担
を

軽
減

し
受

験
機

会
を

り

拡
大

す
る

こ
と

で
、

本
市

中
学

生
の

英
語

力
の

水
準

及
び

英
　

・
補

助
対

象
英

語
検

定
語

学
習

に
対

す
る

意
識

・
意

欲
の

向
上

が
期

待
さ

れ
る

。
　

　
公

益
財

団
法

人
日

本
英

語
検

定
協

会
が

実
施

す
る

実
用

英
語

技
能

検
定

 
　

・
補

助
額

　
　

受
験

料
の

全
額

〔
実

学

績
〕

　
・

受
験

者
数

1,
50

3人
（

中
学

生
総

数
1
,7

54
人

）
　

・
受

験
率

　
　

中
学

校
1
年

生
 8

9.
7%

　
　

　
　

　
　

　
中

学
校

2
年

生
 8

6.
9%

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年

び

度
　

　
　

　
　

　
　

中
学

校
3
年

生
 8

1.
1%

活  動  指  標

単
位

実
績

値
 

英
検

受
験

者
数

目
標

値
1,

8
86

1
,8

31
1,

75
6

1,
66

7
1,

65
3

人
実

績
値

1,
5
12

1
,5

89
1,

50
3

○
財

源
　

県
1/

3※
中

学
校

3年

、

生
の

み
英

検
受

験
率

目
標

値
1
00

10
0

10
0

10
0

10
0

事 業 の 成 果 等

　
％

実
績

値
80

87
.
5

85
.7

【
成

果
】

目
標

値
　

検
定

料
の

公
費

負
担

に
よ

り
、

R7
受

験
率

は
8
5.

7％
、

1
,5

0
3人

と
多

く
の

実
績

値
生

徒
に

受
験

の
機

会

9
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3
生

学
習

活
動

の

令
和

 7
年

度
　

一

成

般
会

計
　

決
算

（
単

位
：

果

円
）

あ
り

た
い

姿
所

属
教

を
育

部
 学

校
教

育
課

 教
地

務
係

款
0
9

教
育

費
政

策

域

(
6)

子
ど

も
た

ち
の

学

涯
社

び
の

充
実

事
業

名
称

項
0

会

2
小

学
校

費

目
0
1

小
学

で

校
管

理
費

事
業

分
類

継
続

生

事
業

事
業

年
度

令
和

 3

か

年
度

～
令

和
10

年
度

決

す

算
額

財
源

内
訳

前
年

度
決

こ

算
額

国
庫

支
出

金
県

支
出

と

金
市

債
そ

の
他

一
般

財
源

が

1
5,

7
0
1,

3
34

で

1
5,

70
1
,3

3
4

に
き

1
4
,9

90
,3

54

て

節
節

　
名

　
称

金
　

額
区

い 分
款

　
・

　
節

　
以

　
下

ま

　
名

　
称

金
　

額
02

給

す

料
9,

3
4
9,

0
00

2

事 業 費 内 訳

03
職

員
手

1 当
等

4,
08

0,
40

小

9
財 源 内 訳

04
共

済
費

学

2,
23

8,
71

5
0

校

8
旅

費
3
3,

21
0

【

わ

臨

目
的

】
　

児
童

数
の

減
少

時

に
よ

り
複

式
学

級
が

生
じ

教

た
学

校
に

、
市

費
に

よ
る

員

教
職

員

事 業 の 目 的 ・ 効

配

果

　
学

び
の

保
障

の
観

点

置

か
ら

、
市

費
に

よ
り

教
員事

を
雇

用
す

る
こ

と
に

よ
り

業

複
式

学
級

を
解

消
し

、
児

童
の

学
習

機
会

を
保

障
す

る
。

事  業  実  績

を

た

雇
用

し
配

置
す

る
こ

と
で

、
複

式
学

級
を

解
消

し
た

。
【

効
果

】
 

　
複

式
学

級
の

単
式

学
級

化
に

よ
り

、
児

童
の

学
習

機
会

が
保

障
さ

れ
、

一
人

一
人

の
児

童
に

対
し

て
き

め
細

や
か

な
指

導
が

で
き

る
○

小
学

校
臨

時
教

員
の

配
置

。
　

・
小

学
校

臨
時

教
員

給
料

り

等
　

15
,7

01
,3

34
円

（
3人

分
）

 
 　

・
配

置
校

　
倉

岳
小

学
校

（
1
人

）
、

天
草

小
学

校
（

2
人

）

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

活  動  指  標

単
位

実
績

値

配
置

教
員

数
目

標

学

値
3

4
3

6
6

人
実

績
値

3
3

3
【

成
果

】
複

式
が

解
消

さ
れ

た
学

級
数

目
標

値
3

4
3

6
6

事 業 の 成 果 等

　
複

式
学

級
を

単
式

学
級

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
児

童
の

学
習

機
会

が
保

障
さ

学
級

実
績

値
3

3
3

れ
、

1
人

1人
の

児
童

に
対

し
て

き
め

細
や

か
な

指

び

導
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
目

標
値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

－
 
2
9
 
－

、

1
0

-28-



3
生

学

講
話

、
歴

史
・

自
然

体
験

学
習

等
御

所
浦

恐
竜

の
島

博
物

館
見

学
実

施
校

数
（

小
目

標
値

1
7

17
1
7

17
　

・
中

学
校

…
職

業
体

験
、

職
業

講
話

、
地

域
の

歴
史

・
自

然
体

験
学

習
等

　
学

校
）

校
実

績
値

1
7

17
【

成
果

】
世

界
遺

産
現

地
学

習
実

施
校

数
（

習

中
学

校
）

目
標

値
13

1
3

13
1
3

13
事 業 の 成 果 等

　
体

験
等

学
習

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
学

習
意

欲
の

向
上

と
地

域
の

貴
重

校
実

績
値

13
1
3

13
な

歴
史

的
遺

産
等

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

イ
ル

カ
と

の
共

生
事

業
～

自
然

を

活

生
か

し
た

ま
目

標
値

17
1
7

17
ち

づ
く

り
～

実
施

校
数

(
小

学
校

)
校

実
績

値
17

目
標

値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

－
 
5
 －

動
の

令
和

 7
年

度
　

成

一
般

会
計

　
決

算
（

単
位

果

：
円

）

あ
り

た
い

姿
所

属
を

教
育

部
 学

校
教

育
課

 
地

教
務

係

款
0
9

教
育

費
政

域

策
(
6)

子
ど

も
た

ち
の

涯
社

学
び

の
充

実

事
業

名
称

項

会

01
教

育
総

務
費

目
0
3

で

教
育

振
興

費
事

業
分

類
継

生

続
事

業
事

業
年

度
平

成
1

か

8年
度

～
令

和
10

年
度

す

決
算

額
財

源
内

訳
前

年
度

こ

決
算

額
国

庫
支

出
金

県
支

と

出
金

市
債

そ
の

他
一

般
財

が

源

9,
36

0,
69

3

で

9,
36

0
,6

93
6

に
き

,7
7
8
,1

07

節
節

て

　
名

　
称

金
　

額
区

分
款

い

　
・

　
節

　
以

　
下

　
名

ま

　
称

金
　

額
07

報
償

費

す

35
,
00

0
事 業 費 内

1

訳

08
旅

費
8,

9
00

3

財 源 内 訳

11
役

務
費

7

総

0,
00

0
13

使
用

料

合

及
び

賃
借

料
9,

24
6

的

,
79

3

【
目

的
】

○
総

わ

な

合
的

な
学

習
活

動
に

係
る

学

経
費

　
 
 2

,
13

3

習

,9
68

円

事 業 の 目 的

活

・ 効 果

　
総

合
的

な
学

習

動

の
時

間
に

つ
い

て
は

、
学

支 習
指

導
要

領
が

適
用

さ
れ

援

る
全

て
の

学
校

が
取

り
組

事

む
必

要
が

あ
る

。
子

ど
も

業

た
ち

の
学

事  業  実  績

　
・

講
師

謝
礼

　
　

　

た

 
35

,0
00

円
習

の
場

を
市

内
全

域
に

広
げ

、
天

草
の

伝
統

・
文

化
・

自
然

・
歴

史
等

と
ふ

れ
あ

い
、

体
験

活
動

を
通

し
て

自
分

で
考

え
、

主
体

的
に

  
・

旅
費

　
　

　
　

　
 
 8

,9
00

円
判

断
、

行
動

し
、

よ
り

よ
く

問
題

を
解

決
す

る
力

を
育

む
な

り

ど
「

生
き

る
力

」
を

育
成

す
る

。
ま

た
、

「
長

崎
と

天
草

地
方

の
潜

伏
キ

　
・

車
両

借
上

料
  

1
,9

76
,1

68
円

リ
シ

タ
ン

関
連

遺
産

」
の

構
成

地
域

の
一

つ
で

あ
る

﨑
津

集
落

の
現

地
学

習
や

「
御

所
浦

恐
竜

の
島

博
物

館
」

見
学

な
ど

を
行

い
、

地
　

・

学

船
舶

借
上

料
　

　
 
50

,0
00

円
域

の
貴

重
な

歴
史

的
遺

産
等

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
　

・
入

場
料

　
　

　
 　

63
,9

00
円

 
　

【
効

果
】

○
世

界
遺

産
学

活
動

に
係

る
経

費
　

  
  

1,
56

1
,1

87
円

　
自

然
体

験
や

社
会

体
験

、
観

び

察
、

実
験

、
調

査
な

ど
の

学
習

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
の

学
習

意
欲

の
向

上
に

結
び

つ
く

。
　

（
対

象
：

中
学

1年
生

）
 

〇
地

球
の

歴
史

探
究

学
に

係
る

経
費

　
  

3,
14

2
,7

54
円

　
（

対
象

：
小

学
6年

生
）

○
イ

ル
カ

と
の

共
生

事
業

に

、

係
る

経
費

　
2,

52
2
,7

84
円

　
（

対
象

：
小

学
4年

生
）

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

○
総

合
的

な
学

習
活

動
内

容

活  動  指  標

単
位

実
績

値
　

・
小

学
校

…
社

会
施

設
見

学
、

職
業

1
1
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3
生

学

　
　

進
路

、
部

活
、

ク
ラ

ス
の

相
談

　
　

　
　

29
4件

心
の

教
室

相
談

員
目

標
値

13
1
3

13
1
9

19
　

　
　

　
　

　
　

学
習

補
助

、
付

添
、

情
報

交
換

等
　

　
5,

71
2件

人
実

績
値

12
1
2

12
【

成
果

】
相

談
件

数
目

標
値

7,
5
00

5
,0

0

習

0
5,

0
00

8,
00

0
8
,
0
00

事 業 の 成 果 等

　
市

内
の

全
中

学
校

に
心

の
教

室
相

談
員

を
配

置
し

、
生

徒
の

様
々

な
悩

み
相

件
実

績
値

5,
1
26

5
,6

36
7,

56
3

談
等

に
対

し
て

指
導

・
助

言
を

行
っ

た
こ

と
で

、
生

徒
の

ス
ト

レ
ス

軽
減

や

活

安
目

標
値

心
感

、
心

の
ゆ

と
り

が
生

ま
れ

る
な

ど
心

の
ケ

ア
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

実
績

値
た

、
相

談
の

内
容

に
よ

っ
て

は
、

学
校

関
係

者
や

関
係

機
関

、
専

門
家

等
に

繋
目

標
値

ぎ
、

解
決

を
図

っ
た

。
実

績
値

目
標

値

実
績

値

－
 
1
8
 
－

動

令

の

和
 7

年
度

　
一

般
会

計

成

　
決

算
（

単
位

：
円

）

あ
果

り
た

い
姿

所
属

教
育

部
 

を
学

校
教

育
課

 教
務

係

款

地

09
教

育
費

政
策

(6
)

域

子
ど

も
た

ち
の

学
び

の
充

涯
社

実

事
業

名
称

項
0
1

教
育

会

総
務

費

目
0
3

教
育

振
興

で

費
事

業
分

類
継

続
事

業
事

生

業
年

度
平

成
18

年
度

～

か

令
和

10
年

度

決
算

額
財

す

源
内

訳
前

年
度

決
算

額
国

こ

庫
支

出
金

県
支

出
金

市
債

と

そ
の

他
一

般
財

源

7,
8

が

6
1,

26
6

7,
86

で

1
,2

66
6,

70
6

に
き

,1
20

節
節

　
名

　
称

て

金
　

額
区

分
款

　
・

　
節

い

　
以

　
下

　
名

　
称

金
　

ま

額
07

報
償

費
7
,4

3

す

4,
00

0
事 業 費 内 訳

4

08
旅

費
4
02

,4
2

5

6
財 源 内 訳

11
役

務
費

心

24
,
84

0

【
目

的
】

の

　
中

学
校

（
13

校
）

の

教

相
談

室
等

に
心

の
教

室
相

わ

室

談
員

を
配

置
し

、
不

登
校

相

気

事 業 の 目 的 ・ 効 果

　

談

中
学

校
の

相
談

室
に

相
談

事

員
を

配
置

し
、

不
登

校
気

業

味
の

生
徒

の
適

応
問

題
や

問
題

行
動

等
に

関
係

す
る

生
徒

の
教

育
相

談
等

を
実

事  業  実  績

味
の

生
徒

の
適

応
問

題
や

問
題

行
動

等
に

関
係

す
る

生
徒

の

た

教
育

相
談

等
を

実
施

し
、

問
題

解
決

に
向

け
た

指
導

、
援

助
、

保
護

者
と

の
連

携
推

進
を

図
る

。
施

し
、

問
題

解
決

に
向

け
た

指
導

、
援

助
を

行
っ

た
。

【
効

果
】

　
○

心
の

教
室

相
談

員
の

配
置

　
相

談
員

は
、

担
任

等
に

対
す

る
相

談
と

違
っ

て
、

気
軽

に
話

し
が

り

で
き

る
こ

と
で

予
防

的
介

入
が

で
き

、
安

心
感

や
心

の
ゆ

と
り

が
　

・
心

の
教

室
相

談
員

活
動

謝
礼

等
　

12
人

（
1
3校

）
分

　
　

7,
86

1
,2

66
円

生
ま

れ
、

問
題

解
決

へ
の

糸
口

が
見

出
さ

れ
た

。
教

室
に

入
る

こ
と

が
で

き
な

い
不

登
校

気
味

の
生

徒

学

が
、

相
談

室
ま

で
は

登
校

す
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
※

稜
南

中
と

御
所

浦
中

は
兼

務
　

　
　

よ
う

に
な

る
な

ど
、

教
室

復
帰

へ
の

支
援

に
も

つ
な

が
っ

て
い

る
。

学
校

教
育

に
関

わ
る

不
登

校
、

い
じ

め
等

さ
ま

ざ
ま

な
問

題
の

解
　

　
　

　
　

　
　

び

 
決

に
寄

与
し

て
い

る
。

 〔
相

談
員

活
動

内
容

〕
　

・
教

育
相

談
、

相
談

室
登

校
へ

の
対

応
、

保
護

者
と

の
連

携
推

進
な

ど
　

・
R7

 相
談

件
数

　
7,

56
3件

　
（

主
な

内
訳

）
不

登
校

、
い

じ
め

、
友

人
問

題
　

　
　

 
 1

6
2件

　
　

　
　

　
　

　
教

、

員
の

指
導

、
非

行
等

問
題

行
為

　
　

 　
3
9件

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

　
　

　
　

　
　

　
家

族
や

自
分

自
身

に
関

す
る

問
題

　
　

1
,3

5
6件

活  動  指  標

単
位

実
績

値
　

　
　

　
　

1
2

-30-



3
生

学

果 等

　
心

理
的

又
は

情
緒

的
理

由
に

よ
り

登
校

で
き

な
い

状
態

に
あ

る
生

徒
に

対
し

％
実

績
値

9
.1

6.
3

0
て

、
安

心
し

て
過

ご
せ

る
居

場
所

の
提

供
及

び
教

育
を

受
け

る
機

会
や

社
会

と
目

標
値

つ
な

が
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

実
績

値

目
標

値

習

実
績

値

目
標

値

実
績

値

－
 
1
9
 
－

活
動

の

令
和

 7
年

度
　

一
般

成

会
計

　
決

算
（

単
位

：
円

果

）

あ
り

た
い

姿
所

属
教

育
を

部
 学

校
教

育
課

 
教

務
地

係

款
0
9

教
育

費
政

策
(

域

6)
子

ど
も

た
ち

の
学

び

涯
社

の
充

実

事
業

名
称

項
0
1

会

教
育

総
務

費

目
0
3

教
育

で

振
興

費
事

業
分

類
継

続
事

生

業
事

業
年

度
平

成
18

年

か

度
～

令
和

10
年

度

決
算

す

額
財

源
内

訳
前

年
度

決
算

こ

額
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

と

市
債

そ
の

他
一

般
財

源

6

が

,8
4
6,

66
5

6,

で

84
6
,6

65
6,

5

に
き

0
6
,4

98

節
節

　
名

て

　
称

金
　

額
区

分
款

　
・

い

　
節

　
以

　
下

　
名

　
称

ま

金
　

額
01

報
酬

4
,7

す

32
,
48

8
事 業 費 内

4

訳

03
職

員
手

当
等

9
6

6

6,
21

2
財 源 内 訳

0

適

4
共

済
費

9
3
1,

49

応

9
08

旅
費

1
11

,6

指

00
10

需
用

費
75

,

わ

導

77
0

11
役

務
費

29

教

,
09

6

【
目

的
】

　
　

室

複
合

施
設

こ
こ

ら
す

の
一

設

室
に

本
渡

中
学

校
の

分
教

置

室
と

し
て

適
応

指
導

教

事

事

業 の 目 的 ・ 効 果

　
様

々

業

な
理

由
で

学
校

に
通

学
で

き
な

い
生

徒
の

受
け

皿
と

し
て

、
適

応
指

導
教

室
教

員
を

配
置

し
、

心
理

的
又

た

は
情

緒
的

理
由

に
よ

事  業  実  績

室
「

カ
ワ

セ
ミ

学
級

」
を

設
置

し
、

心
理

的
又

は
情

緒
的

理
由

に
よ

り
登

校
で

り
登

校
で

き
な

い
状

態
に

あ
る

生
徒

(市
内

中
学

校
)に

対
し

て
、

「
引

き
こ

も
り

」
の

防
止

及
び

学
校

復
帰

等
を

目
指

す
。

き
な

い
状

態
に

あ

り

る
生

徒
に

対
し

て
、

引
き

こ
も

り
の

防
止

及
び

学
校

復
帰

等
【

効
果

】
　

を
目

的
と

し
た

指
導

・
援

助
を

行
っ

た
。

　
学

校
に

登
校

で
き

な
い

子
供

た
ち

に
教

育
を

受
け

る
機

会
を

別
に

提
供

す
る

事
業

と
し

て
、

そ
の

存
在

意
義

は
大

き
く

、
通

級
す

る
 

生
徒

は
義

学

務
教

育
期

間
で

あ
る

た
め

、
不

登
校

の
解

消
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

。
年

間
５

～
１

０
名

の
対

象
生

徒
の

利
用

が
あ

る
。

○
適

応
指

導
教

室
教

員
の

配
置

　
・

適
応

指
導

教
室

教
員

報
酬

等
　

6,
74

1,
79

9
円

　
（

2
人

分
）

　
・

そ
の

他
教

材
費

等
　

 
 

び

 
　

　
　

 1
0
4,

86
6
円

 〔
実

績
〕

　
・

通
級

生
徒

数
　

9人
（

う
ち

学
校

へ
復

帰
し

た
生

徒
数

 0
人

）
　

・
開

級
日

：
学

校
授

業
日

の
う

ち
月

曜
日

か
ら

金
曜

日
　

20
1日

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8

、

年
度

令
和

 9
年

度

活  動  指  標

単
位

実
績

値

開
設

日
数

目
標

値
2
01

20
1

20
1

20
1

20
1

日
実

績
値

2
01

19
9

20
1

【
成

果
】

学
校

に
復

帰
し

た
児

童
生

徒
の

割
合

目
標

値
20

.0
20

.0
2
0.

0
2
0.

0
20

.0
事 業 の 成

1
3

-31-



3
生

学 位
実

績
値

部
活

動
指

導
員

を
配

置
し

た
学

校
数

目
標

値
1
3

13
1
3

13
校

実
績

値
1
0

12
【

成
果

】
目

標
値

事 業 の 成 果 等

　
部

活
動

指
導

員
28

名
を

学
校

に
配

置
し

、
部

活
動

顧
問

の
指

導
時

間
を

年
間

実
績

値
25

％
削

減
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

目
標

習

値
　

ま
た

、
策

定
し

た
推

進
計

画
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
市

及
び

学
校

の
ホ

ー
ム

ペ
実

績
値

ー
ジ

や
市

の
公

式
LI

NE
に

掲
載

す
る

こ
と

で
情

報
発

信
を

行
う

と
と

も
に

、
中

目
標

値
学

校
の

保
護

者
や

教
職

員
、

ス
ポ

ー
ツ

協
会

に
所

属
し

て
い

る
地

域
ス

ポ
ー

ツ
実

活

績
値

団
体

の
指

導
者

向
け

に
対

面
形

式
で

の
研

修
会

や
オ

ン
デ

マ
ン

ド
で

、
天

草
市

目
標

値
の

部
活

動
地

域
展

開
に

向
け

て
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
を

啓
発

し
、

理
解

を
深

め
実

績
値

る
こ

と
が

で
き

た
。

－
 
2
0
 
－

動
の

令
和

 7
年

成

度
　

一
般

会
計

　
決

算
（

果

単
位

：
円

）

あ
り

た
い

姿
を

所
属

教
育

部
 学

校
教

育
地

課
 指

導
係

款
0
9

教
育

域

費
政

策
(6

)
子

ど
も

た

涯
社

ち
の

学
び

の
充

実

事
業

名

会

称
項

0
1

教
育

総
務

費

目

で

03
教

育
振

興
費

事
業

分

生

類
継

続
事

業
事

業
年

度
令

か

和
 6

年
度

～
令

和
10

す

年
度

決
算

額
財

源
内

訳
前

こ

年
度

決
算

額
国

庫
支

出
金

と

県
支

出
金

市
債

そ
の

他
一

が

般
財

源

1
2,

8
3
6,

で

5
51

6
,
3
54

,
0

に
き

00
6,

48
2
,5

5

て

1
6
,6

00
,1

40

い

節
節

　
名

　
称

金
　

額
区

ま

分
款

　
・

　
節

　
以

　
下

す

　
名

　
称

金
　

額
01

報

0

酬
10

,7
2
3,

4
8

6

0
県

県
支

出
金

・
部

活
動

中

支
援

員
配

置
事

業
費

6,

学

35
4
,0

00
事 業 費

校

内 訳

03
職

員
手

当
等

3

わ

部

45
,
45

0
財 源 内 訳

活

04
共

済
費

3
46

,7

動

21
07

報
償

費
5,

0

地

00
08

旅
費

1
,4

1

域

5,
90

0

【
目

的
】

○

移

中
学

校
部

活
動

地
域

移
行

行

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
中

推

心
に

、
推

進
協

議
会

事 業

進

の 目 的 ・ 効 果

　
国

及
び

事

県
が

示
す

「
改

革
推

進
期

た

業

間
（

令
和

５
年

度
～

令
和

７
年

度
）

」
に

伴
い

、
休

日
の

部
活

動
の

地
域

移
行

を
推

進
す

る
。

事  業  実  績

　
を

３
回

実
施

し
、

「
天

草
市

立
小

・
中

学
校

部
活

動
地

域
移

行
推

進
協

議
【

効
果

】
　

会
設

置
要

綱
」

、
「

部
活

動
人

材
バ

ン
ク

設
置

要
綱

」
を

策

り

定
し

た
。

ま
　

児
童

生
徒

の
ス

ポ
ー

ツ
及

び
文

化
的

活
動

を
持

続
的

に
維

持
・

支
援

し
つ

つ
、

教
職

員
の

時
間

外
勤

務
時

間
の

縮
減

が
図

ら
れ

る
。

　
た

、
次

年
度

に
向

け
て

、
「

天
草

市
立

小
・

中
学

校
部

活
動

地
域

展
開

推
 

　
進

本
部

設
置

要
綱

」
を

策
定

し
、

学

今
後

の
方

向
性

を
示

し
た

。
○

学
校

部
活

動
改

革
部

会
を

３
回

実
施

し
、

推
進

協
議

会
や

校
内

部
活

動
検

　
討

委
員

会
に

向
け

た
情

報
共

有
等

を
行

っ
た

。
○

昨
年

度
の

反
省

を
受

け
、

学
校

の
指

導
者

、
地

域
の

指
導

者
、

協
会

等
、

　
対

象
を

幅
広

く
捉

え
、

部
活

び

動
地

域
展

開
へ

の
周

知
を

図
っ

た
。

　
・

部
活

動
指

導
員

報
酬

等
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

 
　

 
10

,2
4
6,

7
2
0円

　
・

中
学

校
部

活
動

地
域

移
行

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

報
酬

等
  

 2
,3

8
4,

1
7
1円

　
・

推
進

協
議

会
委

員
報

酬
等

　

、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

 2
00

,6
60

円

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

　
・

研
修

講
師

謝
礼

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
　

 
5,

0
0
0円

活  動  指  標

単

1
4

-32-



3
生

学

0
1
00

10
0

1
00

％
実

績
値

1
00

10
0

10
0

【
成

果
】

巡
回

相
談

達
成

率
目

標
値

1
00

10
0

10
0

10
0

10
0

事 業 の 成 果 等

　
会

議
、

研
修

会
、

各
地

区
推

進
会

議
及

び
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
会

議
を

計
画

％
実

績
値

1
00

10
0

10

習

0
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
目

標
値

　
ま

た
、

巡
回

相
談

に
つ

い
て

は
、

R7
年

度
は

1
73

件
の

相
談

依
頼

に
対

応
し

実
績

値
学

校
関

係
者

や
保

護
者

に
対

し
特

別
な

支
援

に
つ

い
て

の
助

言
を

行
う

と
と

も
目

標
値

に
、

相
談

内
容

に
応

じ
て

適
切

に
関

活

係
機

関
へ

と
つ

な
ぐ

こ
と

が
で

き
た

。
実

績
値

目
標

値

実
績

値

－
 
2
2
 
－

動
の

令
和

 7
年

度
　

成

一
般

会
計

　
決

算
（

単
位

果

：
円

）

あ
り

た
い

姿
所

属
を

教
育

部
 学

校
教

育
課

 
地

指
導

係

款
0
9

教
育

費
政

域

策
(
6)

子
ど

も
た

ち
の

涯
社

学
び

の
充

実

事
業

名
称

項

会

01
教

育
総

務
費

目
0
3

で

教
育

振
興

費
事

業
分

類
継

生

続
事

業
事

業
年

度
平

成
2

か

5年
度

～
令

和
10

年
度

す

決
算

額
財

源
内

訳
前

年
度

こ

決
算

額
国

庫
支

出
金

県
支

と

出
金

市
債

そ
の

他
一

般
財

が

源

3
1
6,

8
07

31

で

6
,8

07
34

9,
5

に
き

6
1

節
節

　
名

　
称

金
　

て

額
区

分
款

　
・

　
節

　
以

い

　
下

　
名

　
称

金
　

額
0

ま

8
旅

費
2
9
6,

12
7

す

事 業 費 内 訳

10
需

用
費6

20
,
68

0
財 源 内 訳

2

【
目

的
】

　
天

草
市

特
別

特

支
援

教
育

連
携

協
議

会
及

別

び
地

区
連

携
協

議
会

を
設

支

置
・

運
営

事 業 の 目 的 ・

わ

援

効 果

　
社

会
の

変
化

や
子

教

ど
も

の
障

が
い

の
重

度
・

育

重
複

化
、

多
様

化
に

対
応

総

し
、

発
達

障
害

を
含

む
障

合

が
い

の
あ

る
子

ど
も

や
特

推

別
な

支

事  業  実  績

進

し
、

特
別

な
支

援
が

必
要

事

な
園

児
、

児
童

、
生

徒
に

業

つ
い

て
、

学
校

関
係

者
や

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

た

一
人

一
人

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
適

切
な

教
育

や
必

要
な

支
援

の
実

施
に

向
け

て
、

幼
稚

園
・

保
育

所
保

護
者

を
対

象
と

し
た

特
別

支
援

学
校

教
諭

や
療

育
相

談
員

に
よ

る
巡

回
相

談
（

園
）

・
学

校
・

教
育

委
員

会
・

学
識

経
験

者
・

関
係

機
関

・
保

護
者

等
の

り

関
係

者
か

ら
な

る
天

草
市

特
別

支
援

教
育

連
携

協
議

会
及

を
実

施
し

た
。

び
中

学
校

区
ご

と
の

地
区

連
携

協
議

会
を

設
置

し
、

天
草

市
の

特
別

支
援

教
育

の
総

合
的

な
支

援
体

制
の

整
備

及
び

特
別

支
援

教
育

の
　

・
天

草
市

特
別

支
援

教
育

連
携

協
議

会
推

進
会

議
（

学

2回
）

推
進

を
図

る
。

　
・

地
区

連
携

協
議

会
（

1
3区

）
【

効
果

】
　

・
天

草
市

特
別

支
援

教
育

研
修

会
（

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修

）
（

1
回

）
　

児
童

生
徒

一
人

一
人

の
個

性
と

能
力

を
十

分
に

発
揮

し
、

互
い

を
認

め
合

い
、

心
豊

か
に

生
き

る
子

ど
も

の
育

び

成
が

期
待

で
き

る
。

　
・

実
務

担
当

者
会

議
（

4
回

）
 

　
・

リ
ー

ダ
ー

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修

（
2回

）
○

会
議

、
研

修
に

係
る

費
用

弁
償

等
　

91
,8

68
円

○
巡

回
相

談
に

係
る

費
用

弁
償

等
　

 2
04

,2
59

円
　

・
巡

回
相

談
（

17
3件

※
対

、

象
：

幼
・

保
・

学
校

関
係

者
、

保
護

者
）

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

○
需

用
費

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
20

,6
80

円

活  動  指  標

単
位

実
績

値

会
議

等
の

開
催

目
標

値
1
00

10

1
5

-33-



3
生

学

相
談

日
数

目
標

値
40

4
0

40
4
0

40
日

実
績

値
37

3
9

39
【

成
果

】
相

談
件

数
に

対
す

る
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

実
施

率
目

標
値

1
00

10
0

10
0

10
0

10
0

事 業 の 成 果 等

　
専

門
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

が
受

け
ら

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

保
護

者
や

児

習

童
・

生
％

実
績

値
1
00

10
0

10
0

徒
の

不
安

や
ス

ト
レ

ス
が

軽
減

さ
れ

、
園

や
学

校
等

か
ら

も
そ

の
後

の
支

援
方

目
標

値
法

や
関

係
機

関
と

の
連

携
な

ど
個

々
に

応
じ

た
支

援
体

制
を

整
え

る
こ

と
が

で
実

績
値

き
た

と
非

常
に

高
い

評
価

を
受

け
て

い
る

。
目

活

標
値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

－
 
2
3
 
－

動

令
和

 

の

7
年

度
　

一
般

会
計

　
決

成

算
（

単
位

：
円

）

あ
り

た
果

い
姿

所
属

教
育

部
 学

校
を

教
育

課
 指

導
係

款
0
9

地

教
育

費
政

策
(6

)
子

ど

域

も
た

ち
の

学
び

の
充

実

事

涯
社

業
名

称
項

0
1

教
育

総
務

会

費

目
0
3

教
育

振
興

費
事

で

業
分

類
継

続
事

業
事

業
年

生

度
平

成
18

年
度

～
令

和

か

10
年

度

決
算

額
財

源
内

す

訳
前

年
度

決
算

額
国

庫
支

こ

出
金

県
支

出
金

市
債

そ
の

と

他
一

般
財

源

3,
84

0

が

,
9
44

3,
84

0
,

で

94
4

3,
75

8
,3

に
き

9
4

節
節

　
名

　
称

金
　

て

額
区

分
款

　
・

　
節

　
以

い

　
下

　
名

　
称

金
　

額
0

ま

1
報

酬
1,

7
1
0,

7

す

20
事 業 費 内 訳

03
職

6

員
手

当
等

3
4
9,

2
7

3

2
財 源 内 訳

04
共

済
費

教

33
2,

23
2

07
報

育

償
費

1,
0
5
8,

6
8

相

0
08

旅
費

3
90

,0

わ

談

40

【
目

的
】

○
教

育
相

事

談
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

配
置

業

　
　

　
1,

44
8
,7

20
円

事 業 の 目 的 ・ 効 果

　
教

育
相

談
員

（
教

育
相

談
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

教
育

指
導

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）
を

配
置

し
、

子
育

て
の

悩
み

・
不

安
・

ス
ト

レ
ス

等
を

持

事  業  実  績

　

た

臨
床

心
理

士
、

言
語

聴
覚

士
等

の
有

資
格

者
（

4
人

）
を

任
用

し
、

要
請

の
つ

就
学

前
幼

児
の

保
護

者
及

び
、

小
中

学
校

の
児

童
生

徒
や

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
し

た
相

談
活

動
を

充
実

さ
せ

、
保

護
者

の
子

育
て

あ
っ

た
学

校
や

幼
稚

園
に

出
向

き
、

児
童

・
生

徒
の

り

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
等

を
実

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

教
職

員
の

悩
み

や
学

校
で

の
諸

問
題

に
つ

い
て

の
相

談
を

実
施

し
、

解
決

に
向

け
て

サ
ポ

ー
施

し
た

。
助

言
指

導
や

情
報

の
提

供
の

ほ
か

、
教

職
員

研
修

の
講

師
や

要
望

が
ト

す
る

。
あ

れ
ば

簡
易

学

検
査

等
を

行
っ

た
。

【
効

果
】

　
・

相
談

39
日

実
施

、
個

別
相

談
52

件
、

研
修

会
2
件

　
子

育
て

の
悩

み
・

不
安

・
ス

ト
レ

ス
等

の
解

消
に

向
け

た
相

談
活

動
を

充
実

さ
せ

、
心

豊
か

に
生

き
る

子
ど

も
の

育
成

が
期

待
で

き
 

る
。

 
○

教
育

指
導

ア
ド

バ
イ

ザ

び

ー
の

配
置

  
　

　
2,

3
92

,2
2
4円

　
会

計
年

度
任

用
職

員
（

1
人

）
を

任
用

し
、

教
員

や
保

護
者

等
に

対
し

、
教

育
全

般
の

指
導

助
言

を
実

施
し

た
。

　
・

教
員

へ
の

指
導

助
言

　
5
8件

　
・

特
別

な
支

援
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

状
況

確
認

や
研

修
会

、

助
言

等
　

29
件

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

　
・

校
長

会
議

等
運

営
支

援
　

2
7件

活  動  指  標

単
位

実
績

値
　

・
市

立
幼

稚
園

や
小

中
学

校
に

対
す

る
訪

問
指

導
（

全
施

設
年

1回
）

教
育

1
6

-34-



3
生

学

全
体

に
還

元
し

、
天

草
市

の
児

童
実

績
値

生
徒

の
学

力
充

実
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
天

草
体

験
学

習
の

充
実

を
図

る
こ

目
標

値
と

が
で

き
た

。
実

績
値

　
R
7年

12
月

実
施

の
県

学
調

質
問

紙
で

は
、

「
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
自

分
目

標
値

で
考

え
、

自
分

か

習

ら
取

り
組

ん
で

い
る

と
思

い
ま

す
か

」
と

い
う

設
問

に
対

し
実

績
値

て
、

「
思

う
」

と
回

答
し

た
児

童
生

徒
が

8割
を

超
え

る
結

果
と

な
り

、
自

律
目

標
値

し
た

学
習

者
へ

と
意

識
が

変
化

し
て

い
る

こ
と

も
大

き
な

成
果

で
あ

っ
た

と
い

実
績

値
え

る
。

－
 
2
5
 

活

－

動
の

令
和

 7
年

度
　

一
般

成

会
計

　
決

算
（

単
位

：
円

果

）

あ
り

た
い

姿
所

属
教

育
を

部
 学

校
教

育
課

 
指

導
地

係

款
0
9

教
育

費
政

策
(

域

6)
子

ど
も

た
ち

の
学

び

涯
社

の
充

実

事
業

名
称

項
0
1

会

教
育

総
務

費

目
0
3

教
育

で

振
興

費
事

業
分

類
継

続
事

生

業
事

業
年

度
平

成
18

年

か

度
～

令
和

10
年

度

決
算

す

額
財

源
内

訳
前

年
度

決
算

こ

額
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

と

市
債

そ
の

他
一

般
財

源

1

が

,0
0
0,

00
0

1,

で

00
0
,0

00
1,

0

に
き

0
0
,0

00

節
節

　
名

て

　
称

金
　

額
区

分
款

　
・

い

　
節

　
以

　
下

　
名

　
称

ま

金
　

額
18

負
担

金
補

助

す

及
び

交
付

金
1,

00
0

6

,
00

0
事 業 費 内 訳

財

6

源 内 訳

【
目

的
】

○
市

指

教
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究
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絶

え
間

な
い

技
術

革

推

新
と

グ
ロ

ー
バ

ル
化

が
進

進

展
す

る
変

化
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激
し
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校

会
に

、
主

体
的

に
対

応
し

補

、
た

く
ま

し
く

生
き

る
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助

材
の

事  業  実  績

〔

金

実
績

〕
育

成
を

図
る

た
め

、
学

校
教

育
に

求
め

ら
れ

て
い

る
今

日
的

な
課

題
に

つ
い

て
学

校
お

よ
び

地
域

た

の
実

態
に

即
し

て
研

究
を
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め

る
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力
充

実
・

IC
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用
　

6
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1
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開
授

業
ま

た
、

そ
の

成
果

を
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す
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に
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り

本
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教
育

の
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興
に
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す
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力
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実
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開
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学

力
充

実
・

I
CT

活
用

　
2/

1
9
公

開
授

業
　

教
師

の
授

業
力

向
上

と
児

童
生

徒
の

学
力

向
上

が
期

待
で

き
る
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・

稜
南

中
　

：
学

力
充

実
・

I
CT

活
用

　
10
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3
公

開
授

業
　

・
本

渡
北

小
：

学
力

充
実

・
I
CT

活
用

学

　
11
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公

開
授
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小
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力
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I
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小
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令
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績
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績
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草
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務
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習
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○
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ソ
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ソ
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台
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値
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令
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度
令
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年
度
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和
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績
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台

数
目

標
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台

実
績
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台
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目
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値
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デ

ィ
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Ｘ
ス
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台
実

績
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Ｃ

Ｔ
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Ｘ
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施
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績
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源
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支
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が
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節
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節
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Ｘ
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Ｃ
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・
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購
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市

内
の

小
・

中
学
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へ

Ｉ
Ｃ

Ｔ
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器
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校
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報
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へ
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①
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報
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力
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1
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9
0,

6
8
3円

、
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報
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科

学
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な
理

解
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③
情

報
社

会
に

参
画

す
る

態
度

の
３

つ
の

観
点

か
ら

児
童

・
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
を

図
る

と
○

I
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機
器

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

、
書

画

び

カ
メ

ラ
等

）
の

修
繕
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1円

と
も

に
、

校
務

の
効

率
化
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図
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5,
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3円
【

効
果

】
○

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

通
信

料
等

　
 
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

 　
　

6

、

,0
5
0,

33
0円

　
課

題
探

求
型

の
学

習
な

ど
学

習
者

の
生

活
意

欲
、

学
習

意
欲

、
知

的
好

奇
心

を
引

き
出

し
、

児
童

生
徒

が
自

ら
学

ぶ
力

を
育

む
と

と
○

機
器

設
定

手
数

料
等
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54
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も
に

、
児

童

1
8
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3
生

学

5円

活  動  指  標

単
位

実
績

値
○

公
課

費
（

重
量

税
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

　
6,

6
0
0円

設
備

整
備

件
数

目
標

値
5

4
3

7
1

件
実

績
値

9
7

11
【

成
果

】
目

標
値

事 業 の 成 果 等

　
老

朽
化

し
た

設
備

機
器

の
更

新
等

に
よ

り
、

習

安
全

で
良

質
な

給
食

を
提

供
す

実
績

値
る

こ
と

が
で

き
た

。
目

標
値

　
実

績
値

目
標

値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

－
 
3
5
 
－

活
動

の

令
和

 7
年

度
　

一
般

成

会
計

　
決

算
（

単
位

：
円

果

）

あ
り

た
い

姿
所

属
教

育
を

部
 学

校
給

食
課

 
管

理
地

係

款
0
9

教
育

費
政

策
(

域
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子

ど
も

た
ち

の
学

び

涯
社

の
充

実

事
業

名
称

項
0
6

会

学
校

給
食

費

目
0
1

学
校

で

給
食

費
事

業
分

類
継

続
事

生

業
事

業
年

度
平

成
18

年

か

度
～

令
和

10
年

度

決
算

す

額
財

源
内

訳
前

年
度

決
算

こ

額
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

と

市
債

そ
の

他
一

般
財

源

1

が

3
3,

6
9
2,

4
30

で

10
7,

1
00

,0
0

に
き

0
26

,
59

2
,4

3

て

0
41

,9
30

,8
8

い

5

節
節

　
名

　
称

金
　

額

ま

区
分

款
　

・
　

節
　

以
　

す

下
　

名
　

称
金

　
額

11

1

役
務

費
26

,
78

0
市

2

市
債

・
共

同
調

理
場

施
設

学

整
備

事
業

債
10

7,
1

校

00
,0

00
事 業 費 内

給

訳

12
委

託
料

4
,7

0

わ

食

8,
00

0
財 源 内 訳

1

設

3
使

用
料

及
び

賃
借

料
1

備

71
,
82

0
14

工
事

整

請
負

費
1
15

,3
86

備

,
61

6
17

備
品

購
入

事

費
13

,3
9
2,

61

業

4
26

公
課

費
6,

6
00

【
目

的
】

　
○

役
務

費
（

車
両

購
入

に
か

か
わ

る
諸

費
用

）
　

　
　

　
　

　

た

　
  

26
,7

80
円

事 業 の 目 的 ・ 効 果

　
衛

生
管

理
の

改
善

充
実

を
行

う
た

め
、

耐
用

年
数

を
超

過
及

び
老

朽
化

し
た

設
備

機
器

を
計

画
的

に
更

新
す

る
こ

と
に

よ
り

、
安

全

事  業  実  績

○
委

託
料

　
　

　
　

　
　

　
・

安
心

で
お

い
し

い
給

食
を

提
供り

す
る

。
　

・
設

備
改

修
工

事
監

理
業

務
委

託
（

牛
深

）
他

　
　

　
　

　
 4

,7
08

,0
00

円
【

効
果

】
○

賃
借

料
　

　
　

　
　

 
  

　
　

 
　

各
給

食
セ

ン
タ

ー
の

設
備

機
器

を
更

新
す

る
こ

と
に

よ
り

、
安

全
で

良
質

な
給

食
を

安
定

的
に

提
供

す
る

こ
と

学

が
出

来
る

。
　

・
ス

ポ
ッ

ト
ク

ー
ラ

ー
リ

ー
ス

料
（

五
和

）
　

　
　

　
　

　
 　

17
1,

82
0円

○
工

事
請

負
費

　
　

　
　

　
・

機
械

設
備

・
電

気
設

備
そ

の
他

改
修

工
事

（
牛

深
）

　
  

57
,8

1
2,

0
0
0円

　
・

空
調

設
備

工
事

（
御

所
浦

・
五

和

び

・
天

草
）

　
　

　
  

　
50

,7
65

,0
00

円
　

・
蒸

気
ボ

イ
ラ

取
替

(
牛

深
)、

搬
入

口
整

備
工

事
(有

明
)他

 6
,8

0
9,

6
1
6円

○
備

品
購

入
費

　
・

真
空

冷
却

機
更

新
（

御
所

浦
）

、
配

送
用

コ
ン

テ
ナ

更
新

2台
（

牛
深

）
　

　
パ

ス
ス

ル

、

ー
冷

蔵
庫

更
新

（
牛

深
）

食
缶

等
購

入
 他

　
 1

1
,
33

6,
48

9円

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

　
・

配
送

車
購

入
1台

（
有

明
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
　

 　
2,

05
6,

1
2

1
9
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3
生

学

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

　
・

野
菜

 2
1回

活  動  指  標

単
位

実
績

値

天
草

産
食

材
の

日
実

施
回

数
目

標
値

24
2
4

24
回

実
績

値
36

【
成

果
】

目
標

値

事 業 の 成 果 等

 天
草

産
食

材
を

積
極

的
に

使
用

し
、

前
期

基
本

計
画

の
目

標
値

25

習

.8
％

を
上

実
績

値
回

る
32

.4
％

と
な

り
地

産
地

消
の

推
進

が
図

ら
れ

た
。

目
標

値
　

ま
た

、
物

価
高

騰
に

よ
る

食
材

費
の

値
上

げ
分

の
助

成
に

つ
い

て
は

、
値

上
実

績
値

げ
分

全
て

を
助

成
し

、
保

護
者

の
経

済
的

な
負

担
を

軽
減

し
た

。
目

標
値

　
給

食
だ

よ

活

り
等

で
、

天
草

産
食

材
を

Ｐ
Ｒ

す
る

こ
と

で
児

童
生

徒
園

児
等

の
実

績
値

興
味

・
関

心
を

高
め

食
育

に
つ

な
が

っ
た

。
目

標
値

※
令

和
7年

度
よ

り
「

地
産

地
消

（
学

校
給

食
）

推
進

事
業

」
、

「
学

校
給

食
実

績
値

管
理

運
営

経
費

」
の

賄
材

料
費

を
統

合

－
 
3
6

動

 
－

の

令
和

 7
年

成

度
　

一
般

会
計

　
決

算
（

果

単
位

：
円

）

あ
り

た
い

姿
を

所
属

教
育

部
 学

校
給

食
地

課
 管

理
係

款
0
9

教
育

域

費
政

策
(6

)
子

ど
も

た

涯
社

ち
の

学
び

の
充

実

事
業

名

会

称
項

0
6

学
校

給
食

費

目

で

01
学

校
給

食
費

事
業

分

生

類
統

合
事

業
事

業
年

度
令

か

和
 7

年
度

～
令

和
10

す

年
度

決
算

額
財

源
内

訳
前

こ

年
度

決
算

額
国

庫
支

出
金

と

県
支

出
金

市
債

そ
の

他
一

が

般
財

源

3
46

,0
1
7

で

,
5
16

4,
53

1,

に
き

0
00

30
7
,0

13

て

,
30

4
3
4,

47
3

い

,2
12

0

節
節

　
名

　

ま

称
金

　
額

区
分

款
　

・
　

す

節
　

以
　

下
　

名
　

称
金

1

　
額

10
需

用
費

3
46

8

,0
17

,
51

6
国

国

学

庫
支

出
金

・
物

価
高

騰
対

校

応
重

点
支

援
地

方
創

生
臨

給

時
交

付
金

4,
53

1
,

わ

食

00
0

事 業 費 内 訳

財 源

（

内 訳

他
諸

収
入

・
学

校
給

地

食
費

収
入

26
4,

06

産

5
,3

04
他

繰
入

金
・

地

ふ
る

さ
と

応
援

寄
附

基
金

消

繰
入

金
42

,8
00

,

）

00
0

他
寄

附
金

・
ふ

る

推

さ
と

応
援

寄
附

金
1
48

進

,0
00

【
目

的
】

○
徴

事

収
し

た
学

校
給

食
費

か
ら

た

業

賄
材

料
費

を
支

出
し

た
。

事 業 の 目 的 ・ 効 果

　
児

童
及

び
生

徒
の

心
身

の
健

全
な

発
達

の
た

め
に

学
校

給
食

を
実

施
す

る
。

事  業  実  績

　
・

事
業

費
　

26
7,

93
7
,6

25
円

　
ま

た
、

学
校

給
食

に
天

草
産

食
材

を
使

用
し

、
地

産
地

消
を

推
進

す

り

る
と

と
も

に
、

学
校

給
食

の
食

材
費

の
値

上
が

り
分

を
助

成
す

　
・

対
象

者
　

園
児

・
児

童
・

生
徒

、
職

員
等

　
5
,7

6
5人

る
こ

と
に

よ
り

、
保

護
者

の
負

担
軽

減
を

図
る

。
〇

学
校

給
食

の
食

材
費

の
値

上
が

り
分

を
助

成
す

る
。

【
効

果
】

　
・

事
業

費
　

 

学

62
,3

43
,8

38
円

　
学

校
給

食
の

地
産

地
消

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
児

童
生

徒
が

地
域

の
食

文
化

や
産

業
、

自
然

の
恩

恵
に

対
す

る
理

解
を

深
め

、
食

材
　

・
1人

当
た

り
  

  
12

,8
65

円
を

提
供

し
て

く
れ

る
人

た
ち

へ
の

感
謝

の
心

を
育

む

び

こ
と

に
つ

な
が

る
と

と
も

に
、

保
護

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
子

育
　

・
対

象
者

　
市

内
の

小
中

学
生

、
幼

稚
園

児
て

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
に

つ
な

が
る

。
　

　
4,

84
6人

（
小

学
生

3,
05

3人
、

中
学

生
1,

7
55

人
、

幼
稚

園
児

38

、

人
）

〇
月

２
回

程
度

、
天

草
産

食
材

を
使

用
し

た
給

食
を

提
供

し
た

。
　

・
事

業
費

　
15

,7
36

,
05

3円
　

・
肉

　
  

7回
（

牛
肉

2回
、

豚
肉

3回
、

天
草

大
王

2回
）

　
・

魚
　

  
8回

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

2
0
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3
生

学

3
.2

82
.
3

83
.7

務
を

自
覚

す
る

機
会

と
な

っ
た

。
目

標
値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

－
 
3
7
 
－

習
活

動
の

令
和

 7
年

度
　

一

成

般
会

計
　

決
算

（
単

位
：

果

円
）

あ
り

た
い

姿
所

属
教

を
育

部
 生

涯
学

習
課

 生
地

涯
学

習
推

進
係

款
0
9

教

域

育
費

政
策

(8
)

生
涯

に

涯
社

わ
た

る
学

び
の

推
進

事
業

会

名
称

項
0
7

社
会

教
育

費

で

目
0
1

社
会

教
育

総
務

費

生

事
業

分
類

継
続

事
業

事
業

か

年
度

平
成

18
年

度
～

令

す

和
10

年
度

決
算

額
財

源

こ

内
訳

前
年

度
決

算
額

国
庫

と

支
出

金
県

支
出

金
市

債
そ

が

の
他

一
般

財
源

9
1
4,

で

1
12

91
4
,1

1
2

に
き

85
9
,9

54

節
節

　

て

名
　

称
金

　
額

区
分

款
　

い

・
　

節
　

以
　

下
　

名
　

ま

称
金

　
額

10
需

用
費

1

す

31
,
83

2
事 業 費 内

0

訳

11
役

務
費

18
,0

3

00
財 源 内 訳

12
委

託

二

料
76

4,
28

0

【
目

十

的
】

○
二

十
歳

の
つ

ど
い

歳

の
開

催
に

係
る

経
費

　
9

わ

の

14
,1

12
円

事 業 の

つ

目 的 ・ 効 果

　
二

十
歳

と

ど

い
う

人
生

の
節

目
を

迎
え

い 、
大

人
と

し
て

の
生

き
方

開

を
考

え
決

意
す

る
場

、
友

催

人
と

再
会

し
、

そ
の

喜
び

事

に
浸

る
と

と
も

事  業  

業

実  績

　
・

各
地

区
ご

と
に

、
1
0地

区
で

開
催

に
、

今
後

の
生

き
方

を
語

り

た 合
い

励
ま

し
あ

う
場

、
家

族
が

子
ど

も
・

孫
の

成
長

を
実

感
し

喜
び

を
分

か
ち

合
い

、
家

族
へ

の
感

謝
を

　
　

　
8月

16
日

　
牛

深
感

じ
る

場
と

す
る

。
　

　
　

1月
 3

日
　

本
渡

、
有

明
、

御
所

浦
、

倉
岳

、
栖

本
、

天
草

、
河

浦
【

効
果

】
　

　
　

1月
 4

り

日
　

新
和

、
五

和
　

地
域

の
来

賓
や

保
護

者
に

見
守

ら
れ

な
が

ら
、

多
く

の
友

人
や

恩
師

と
と

も
に

「
二

十
歳

の
つ

ど
い

」
に

参
加

す
る

こ
と

で
、

二
十

　
歳

と
い

う
人

生
の

節
目

に
、

大
人

と
し

て
の

責
任

と
義

務
を

自
覚

す
る

機
会

と
な

り
得

る
。

ま
た

、
友

人
や

学

恩
師

と
久

し
ぶ

り
に

再
会

　
・

二
十

歳
の

つ
ど

い
対

象
者

が
実

行
委

員
会

を
担

い
、

式
の

運
営

や
司

会
等

し
語

り
合

う
良

い
機

会
と

な
る

。
　

　
を

行
っ

た
。

　
・

記
念

動
画

や
恩

師
メ

ッ
セ

ー
ジ

等
の

動
画

を
制

作
し

、
式

典
で

の
放

映
や

　
　

Yo
uT

ub
e限

び

定
配

信
を

行
っ

た
。

　
・

参
加

率
　

83
.7

％
（

対
象

者
数

 7
12

人
、

参
加

者
数

 
59

6
人

）
　

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

活  動  指  標

単
位

実
績

値

二
十

歳
の

つ
ど

い
開

催
目

標

、

値
10

1
0

10
1
0

10
地

区
実

績
値

10
1
0

10
【

成
果

】
二

十
歳

の
つ

ど
い

出
席

率
目

標
値

86
.0

86
.0

8
6.

0
8
6.

0
86

.0
事 業 の 成 果 等

　
二

十
歳

に
な

っ
た

こ
と

を
実

感
す

る
と

と
も

に
社

会
人

と
し

て
の

責
任

と
義

％
実

績
値

8

2
1
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3
生

学

健
全

育
成

事
業

補
助

団
体

目
標

値
5

8
12

1
2

12
団

体
実

績
値

5
7

7
【

成
果

】
社

会
を

明
る

く
す

る
運

動
　

標
語

・
作

文
応

募
目

標
値

1,
0
00

1
,0

00
1,

00
0

1,
00

0
1,

00
0

事 業 の 成 果 等

　
青

少
年

健
全

育
成

補
助

金
に

つ
い

て

習

は
、

団
体

自
ら

が
青

少
年

の
健

全
育

成
数

人
実

績
値

1,
0
63

35
9

1,
14

8
を

目
的

と
し

た
体

験
活

動
や

交
流

活
動

の
充

実
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
目

標
値

　
社

会
を

明
る

く
す

る
運

動
に

つ
い

て
は

、
作

文
や

標
語

の
募

集
、

入
賞

者
の

実
績

値
作

活

文
発

表
、

研
修

会
等

を
実

施
し

、
啓

発
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
目

標
値

実
績

値

目
標

値

実
績

値

－
 
3
8
 
－

動
の

令
和

 7
年

度
　

一
般

会

成

計
　

決
算

（
単

位
：

円
）

果
あ

り
た

い
姿

所
属

教
育

部
を

 生
涯

学
習

課
 生

涯
学

地
習

推
進

係

款
0
9

教
育

費

域

政
策

(8
)

生
涯

に
わ

た

涯
社

る
学

び
の

推
進

事
業

名
称

会

項
0
7

社
会

教
育

費

目
0

で

1
社

会
教

育
総

務
費

事
業

生

分
類

継
続

事
業

事
業

年
度

か

平
成

18
年

度
～

令
和

1

す

0年
度

決
算

額
財

源
内

訳

こ

前
年

度
決

算
額

国
庫

支
出

と

金
県

支
出

金
市

債
そ

の
他

が

一
般

財
源

2,
40

2,

で

6
94

2,
40

2
,6

に
き

94
1,

02
7
,4

3

て

0

節
節

　
名

　
称

金
　

額

い

区
分

款
　

・
　

節
　

以
　

ま

下
　

名
　

称
金

　
額

07

す

報
償

費
5,

00
0

事 業

0

費 内 訳

08
旅

費
16

,

4

88
0

財 源 内 訳

10
需

青

用
費

5
1,

9
74

12

少

委
託

料
1,

47
8,

8

年

40
18

負
担

金
補

助
及

わ

健

び
交

付
金

8
50

,0
0

全

0

【
目

的
】

〇
青

少
年

健

育

全
育

成
事

業
補

助
金

　
8

成

50
,0

0
0円

事 業 の

事

目 的 ・ 効 果

　
青

少
年

の

業

健
や

か
な

成
長

を
支

援
す

る
た

め
、

自
然

と
ふ

れ
あ

い
を

は
じ

め
と

す
る

様
々

な
体

験
活

動
や

青
少

年
同

士
の

交
流

等
の

事  業  

た

実  績

　
青

少
年

の
体

験
活

動
及

び
交

流
活

動
を

実
施

す
る

団
体

に
対

す
る

補
助

多
様

な
活

動
の

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

学
校

教
育

、
社

会
教

育
な

ど
す

べ
て

の
教

育
力

の
向

上
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
　

（
対

象
経

費
の

1/
2補

助
）

　
ま

た
、

社

り

会
を

明
る

く
す

る
運

動
は

、
全

国
的

な
運

動
で

あ
り

、
青

少
年

の
非

行
の

防
止

を
目

的
と

し
て

い
る

。
　

①
居

住
地

を
限

定
し

て
実

施
す

る
事

業
　

申
請

 
4団

体
　

参
加

者
 1

05
人

【
効

果
】

　
②

市
内

全
域

を
対

象
と

す
る

事
業

　
　

　
申

請
 
3団

体
　

参

学

加
者

  
68

人
 
 社

会
に

お
け

る
青

少
年

の
体

験
活

動
や

交
流

活
動

を
推

進
し

未
来

を
担

う
青

少
年

の
健

全
育

成
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

感
謝

の
気

持
 

ち
を

持
つ

大
切

さ
や

思
い

や
り

の
心

を
持

つ
青

少
年

の
健

全
育

成
、

非
行

防
止

に
効

果
が

あ
る

。
〇

社
会

び

を
明

る
く

す
る

運
動

の
開

催
　

73
,8

54
円

　
・

保
護

司
会

と
連

携
し

、
青

少
年

の
非

行
防

止
の

た
め

の
広

報
、

啓
発

活
動

　
　

の
実

施
。

標
語

・
作

文
の

表
彰

、
青

少
年

育
英

活
動

の
発

表
、

講
演

等
　

・
青

少
年

育
成

協
議

会
理

事
会

、
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

実

、

施
 〇

青
少

年
の

体
験

学
習

や
活

動
に

関
す

る
情

報
発

信
　

 1
,
47

8
,8

40
円

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

　
・

天
草

市
体

験
学

習
サ

イ
ト

の
構

築

活  動  指  標

単
位

実
績

値

青
少

年

2
2

-40-



3
生

学

講
座

等
に

社
会

教
育

指
導

員
、

外
部

講
師

を
派

遣
。

　
　

・
講

師
派

遣
回

数
　

9
5回

　
　

　
・

参
加

者
数

　
2,

2
99

人

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

〇
つ

な
が

る
力

で
天

草
の

未
来

を
創

る
教

習

育
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

　
14

4
,1

7
5円

活  動  指  標

単
位

実
績

値
 

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
配

置
数

目
標

値
19

1
9

19
1
9

19
【

成
果

】
人

実
績

値
19

1
9

19
　

地
域

学
校

協
働

活
動

に
つ

い
て

は
、

パ
ネ

ル
展

や
み

つ
ば

ち
ラ

ジ
オ

に
よ

活

る
家

庭
教

育
講

座
目

標
値

1
10

11
0

11
0

11
0

11
0

事 業 の 成 果 等

情
報

発
信

な
ど

市
民

へ
広

く
周

知
し

、
活

動
の

充
実

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

回
実

績
値

68
9
7

95
た

。
ま

た
、

初
め

て
の

取
組

と
し

て
、

小
・

中
・

高
・

支
援

学
校

と
の

連
携

動

に

家
庭

教
育

講
座

参
加

者
数

目
標

値
2,

2
00

2
,3

00
2,

40
0

2,
80

0
2,

80
0

よ
る

「
つ

な
が

る
力

で
天

草
の

未
来

を
創

る
教

育
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
を

開
催

人
実

績
値

1,
3
54

2
,7

04
2,

29
9

し
、

あ
ら

ゆ
る

分
野

の
教

育
力

の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

放
課

後
子

ど
も

教
室

実
施

校
数

目
標

値
2

2
2

2
2

　
放

課
後

子
ど

も
教

室
に

つ
い

て
は

、
地

域
住

民
と

学
校

が
連

携
し

交
流

活
動

校
実

績
値

2
2

2
や

子
ど

も
た

ち
の

学
習

支
援

令

活
動

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

和

で
き

た
。

放
課

後
子

ど
も

成

 

教
室

参
加

者
数

目
標

値
1

7

,0
00

1
,0

00
1

年

,0
00

80
0

80
0

度

　
家

庭
教

育
支

援
事

業
に

　

つ
い

て
は

、
家

庭
教

育
講

一

話
「

親
の

学
び

」
プ

ロ
グ

般

人
実

績
値

9
00

77
7

会

70
5

ラ
ム

冊
子

を
配

布

計

し
、

事
業

の
充

実
を

図
る

　

こ
と

が
で

き
た

。

－
 
4

果

決

0
 
－

算
（

単
位

：
円

）

あ
り

を
た

い
姿

所
属

教
育

部
 生

地
涯

学
習

課
 生

涯
学

習
推

域
進

係

款
0
9

教
育

費
政

策

涯
社

(
8)

生
涯

に
わ

た
る

学

会

び
の

推
進

事
業

名
称

項
0

で

7
社

会
教

育
費

目
0
1

社

生

会
教

育
総

務
費

事
業

分
類

か

継
続

事
業

事
業

年
度

平
成

す

18
年

度
～

令
和

10
年

こ

度

決
算

額
財

源
内

訳
前

年

と

度
決

算
額

国
庫

支
出

金
県

が

支
出

金
市

債
そ

の
他

一
般

で

財
源

6,
20

3,
67に

き

2
3,

56
0
,0

00

て

2,
64

3
,6

72
6

い

,2
9
2
,9

83

節
節

ま

　
名

　
称

金
　

額
区

分
款

す

　
・

　
節

　
以

　
下

　
名

0

　
称

金
　

額
07

報
償

費

6

5,
83

9,
20

0
県

地

県
支

出
金

・
地

域
と

学
校

域

の
連

携
・

協
働

体
制

構
築

と

事
業

費
3,

56
0
,0

わ

学

00
事 業 費 内 訳

08
旅

校

費
1
3
9,

8
80

財 源

の

内 訳

10
需

用
費

83
,

連

82
6

11
役

務
費

77

携

,
95

6
12

委
託

料
6

・

2,
81

0

【
目

的
】

○

協

地
域

学
校

協
働

活
動

　
　

働

5
,6

90
,
88

9円

体

　
　

財
源

　
県

2/
3

事

制

業 の 目 的 ・ 効 果

　
地

域

た

構

学
校

協
働

活
動

推
進

員
を

築

配
置

し
地

域
と

学
校

の
連

事

携
・

協
働

に
よ

る
地

域
全

業

体
で

子
ど

も
の

成
長

を
支

え
、

地
域

を
創

生
す

事  業  実  績

　
・

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
を

市
内

の
全

小
中

学
校

に
配

置
し

、
地

域
と

る
活

動
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

地
域

の

り

未
来

を
担

う
子

ど
も

た
ち

（
青

少
年

）
を

育
成

す
る

。
　

　
学

校
が

連
携

・
協

働
し

て
地

域
全

体
で

子
ど

も
の

成
長

を
支

え
、

地
域

を
　

ま
た

、
学

校
・

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
家

庭
教

育
に

関
す

る
支

援
体

制
づ

く
り

や
、

放
課

後
等

に
お

け
る

学
習

支
援

活
動

等
の

学

機
会

　
　

創
生

す
る

活
動

を
実

施
。

を
提

供
す

る
こ

と
で

教
育

力
の

向
上

を
図

る
。

○
放

課
後

子
ど

も
教

室
　

　
　

3
61

,
22

8円
【

効
果

】
　

・
実

施
校

数
　

2校
（

有
明

小
学

校
・

御
所

浦
小

学
校

）
　

子
ど

も
た

ち
（

青
少

年
）

の
健

全
育

成
と

と
も

に
、

び

家
庭

教
育

・
地

域
教

育
の

重
要

性
を

再
認

識
し

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
、

地
域

　
・

開
催

日
数

　
有

明
小

学
校

　
10

1日
　

　
御

所
浦

小
学

校
　

 2
9日

全
体

で
子

ど
も

た
ち

を
育

て
る

と
い

う
意

識
の

醸
成

に
つ

な
が

る
。

ま
た

、
こ

れ
に

よ
り

、
地

域
創

生
の

、

実
現

に
寄

与
す

る
こ

と
が

で
　

・
利

用
者

数
　

有
明

小
学

校
　

29
6人

　
　

御
所

浦
小

学
校

　
4
09

人
き

る
。

○
家

庭
教

育
支

援
事

業
　

　
 
  

7,
3
80

円
 

　
・

保
育

所
(園

)、
幼

稚
園

、
小

中
学

校
等

で
行

わ
れ

る
子

ど
も

や
保

護
者

向
　

　
け

の

2
3

-41-



3
生

学

2
14

,6
2
9

1
7,

82
3

　
・

公
民

館
総

合
補

償
制

度
保

険
料

　
　

　
　

1,
77

2
,7

00
円

目
標

値
【

成
果

】
実

績
値

　
公

民
館

講
座

や
各

種
講

座
が

計
画

ど
お

り
開

催
で

き
、

参
加

者
も

増
加

傾
向

目
標

値
に

あ
る

。
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
幅

広

習

く
学

習
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
講

実
績

値
座

の
開

催
方

法
や

内
容

の
工

夫
、

各
種

団
体

の
ほ

か
学

校
や

地
域

と
も

連
携

し
目

標
値

た
講

座
の

開
催

を
企

画
し

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
実

績
値

－
 
4
3
 
－

活
動

令

の

和
 7

年
度

　
一

般
会

計

成

　
決

算
（

単
位

：
円

）

あ
果

り
た

い
姿

所
属

教
育

部
 

を
生

涯
学

習
課

 生
涯

学
習

地
推

進
係

款
0
9

教
育

費
政

域

策
(
8)

生
涯

に
わ

た
る

涯
社

学
び

の
推

進

事
業

名
称

項

会

07
社

会
教

育
費

目
0
3

で

公
民

館
費

事
業

分
類

継
続

生

事
業

事
業

年
度

平
成

18

か

年
度

～
令

和
10

年
度

決

す

算
額

財
源

内
訳

前
年

度
決

こ

算
額

国
庫

支
出

金
県

支
出

と

金
市

債
そ

の
他

一
般

財
源

が

3,
81

9,
60

6
3

で

,8
19

,6
06

3,

に
き

72
9
,9

94

節
節

　

て

名
　

称
金

　
額

区
分

款
　

い

・
　

節
　

以
　

下
　

名
　

ま

称
金

　
額

07
報

償
費

1

す

,2
61

,
00

0
事 業

0

費 内 訳

08
旅

費
2
66

4

,
40

8
財 源 内 訳

10

生

需
用

費
51

9,
49

8

涯

11
役

務
費

1
,7

72

学

,
70

0

【
目

的
】

○
公

わ

習

民
館

講
座

事 業 の 目 的 ・

推

効 果

　
生

涯
学

習
の

推
進

進

を
図

る
た

め
、

幅
広

い
年

事

齢
層

を
対

象
に

、
生

涯
に

業

わ
た

っ
て

、
学

習
の

機
会

や
情

報
の

提
供

に
努

め
る

と
と

も

事  業  実  績

　
・

全
体

講
座

（
開

催
数

 
73

回
、

参
加

延
べ

人
数

 2
,6

87
人

）
に

た

、
生

涯
学

習
や

公
民

館
講

座
な

ど
学

ん
だ

成
果

を
社

会
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
機

会
の

充
実

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

　
　

公
民

館
単

位
で

学
習

機
会

を
提

供
【

効
果

】
　

・
地

域
講

座
（

開
催

数
 
34

5回
、

参
加

延
べ

人
数

 6
,
44

5人
）

　
各

種

り

講
座

な
ど

の
生

涯
学

習
事

業
に

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

で
、

自
ら

学
び

、
そ

の
学

ん
だ

知
識

や
経

験
を

地
域

社
会

に
活

か
す

　
　

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

等
の

身
近

な
場

所
で

学
習

機
会

を
提

供
こ

と
が

で
き

る
。

　 ○
生

涯
学

習
講

座
（

開
催

数
6
7回

、
参

加

学

延
べ

人
数

 8
63

人
）

　
・

中
央

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

で
行

う
講

座
の

開
催

　 ○
そ

の
他

の
講

座
（

開
催

数
 
7回

、
参

加
延

べ
人

数
 1

6
3人

）
　

・
市

民
の

学
習

ニ
ー

ズ
や

要
望

に
対

し
、

生
涯

学
習

人
材

バ
ン

ク
を

活
用

し
　

　
た

講
座

の
開

催

指
標

名
目

び

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

 

活  動  指  標

単
位

実
績

値
〇

出
前

講
座

（
開

催
数

 
28

0回
　

参
加

者
延

べ
人

数
 7

,
66

5人
）

講
座

開
催

数
目

標
値

4
80

50
0

50
0

75
0

75
0

回
実

、

績
値

6
53

74
8

77
2

○
事

業
費

内
訳

参
加

者
延

べ
人

数
目

標
値

1
0,

7
00

11
,3

0
0

11
,9

00
14

,
90

0
15

,2
00

事 業 の 成 果 等

　
・

講
座

開
催

に
係

る
経

費
（

講
師

謝
礼

等
）

2
,0

46
,9

06
円

人
実

績
値

1
3,

2
5

2
4

-42-



3
生

学

51
11

,2
8
6

1
0,

96
2

【
成

果
】

移
動

図
書

館
貸

出
冊

数
目

標
値

12
0,

0
00

1
20

,0
0
0

12
0,

0
00

12
0,

00
0

12
0,

00
0

事 業 の 成 果 等

　
５

月
に

市
内

園
長

会
で

配
本

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

周
知

し
た

結
果

、
４

園

習

か
冊

実
績

値
9
6,

7
93

1
07

,3
3
0

11
0,

2
22

ら
新

規
申

込
み

が
あ

り
、

子
ど

も
の

身
近

に
本

が
あ

る
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

目
標

値
が

で
き

た
。

実
績

値
　

ま
た

、
「

ま
ち

は
み

ん
な

の
遊

園
地

in
銀

天
街

」
に

参
加

し
、

子
ど

も
が

楽
目

標
値

活

し
め

る
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

等
の

取
組

み
が

貸
出

冊
数

の
増

に
つ

な
が

り
、

子
ど

実
績

値
も

の
読

書
活

動
の

推
進

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

目
標

値
　

実
績

値

－
 
4
4
 
－

動

令
和

の

 7
年

度
　

一
般

会
計

　

成

決
算

（
単

位
：

円
）

あ
り

果
た

い
姿

所
属

教
育

部
 生

を
涯

学
習

課
 天

草
市

立
中

地
央

図
書

館
庶

務
係

款
0
9

域

教
育

費
政

策
(8

)
生

涯涯
社

に
わ

た
る

学
び

の
推

進

事

会

業
名

称
項

0
7

社
会

教
育

で

費

目
0
4

図
書

館
費

事
業

生

分
類

継
続

事
業

事
業

年
度

か

平
成

18
年

度
～

令
和

1

す

0年
度

決
算

額
財

源
内

訳

こ

前
年

度
決

算
額

国
庫

支
出

と

金
県

支
出

金
市

債
そ

の
他

が

一
般

財
源

1
1,

6
3
2

で

,
2
28

11
,
63

2

に
き

,2
28

1
0,

69
9

て

,0
17

節
節

　
名

　
称

い

金
　

額
区

分
款

　
・

　
節

ま

　
以

　
下

　
名

　
称

金
　

す

額
01

報
酬

7
,6

11

0

,
52

8
事 業 費 内 訳

0

4

3
職

員
手

当
等

1,
5
5

移

4,
01

4
財 源 内 訳

0

動

4
共

済
費

1,
5
7
7,

図

92
7

08
旅

費
4
29

わ

書

,
12

0
17

備
品

購
入

館

費
45

9,
63

9

【
目

事

的
】

 移
動

図
書

館
車

（

業

3台
）

で
市

内
全

域
14

7箇
所

を
巡

回
し

、
本

の
貸

し
出

し

事 業 の 目 的 ・ 効 果

　
図

書
館

の
な

い
地

域
、

図
書

館
か

ら
遠

い
地

域
に

住
む

市
民

の
た

め
、

移
動

図
書

館
車

で
地

域
を

た

巡
回

し
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

を
提

供

事  業  実  績

、
配

本
業

務
を

行
っ

た
。

す
る

こ
と

で
、

市
民

の
読

書
活

動
を

推
進

す
る

。
 

【
効

果
】

○
中

央
図

書
館

（
き

ら
き

ら
い

る
か

号
）

　
小

・
中

学
校

等
に

巡
回

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
こ

と
で

、
学

校
図

書
館

に
所

蔵
し

り

て
い

な
い

図
書

と
出

会
う

機
会

が
で

き
、

子
ど

も
の

読
　

・
本

渡
、

有
明

、
倉

岳
、

栖
本

、
新

和
、

五
和

地
区

の
57

箇
所

書
活

動
の

推
進

、
及

び
市

民
の

学
習

意
欲

や
読

書
率

の
向

上
に

つ
な

が
り

、
天

草
市

全
域

で
の

読
書

活
動

に
効

果
が

期
待

で
き

る
。

　
・

利

学

用
者

数
　

6,
43

2
人

　
貸

出
冊

数
　

62
,8

38
冊

○
御

所
浦

図
書

館
（

き
ょ

う
り

ゅ
う

ブ
ッ

ク
カ

ー
）

　
・

横
浦

島
を

含
む

御
所

浦
全

域
の

22
箇

所
　

・
利

用
者

数
  

　
35

4
人

　
貸

出
冊

数
 
  

6,
0
78

冊
○

河
浦

図
書

館
（

い
る

か
号

）

び

　
・

牛
深

、
天

草
、

河
浦

地
区

の
68

箇
所

　
・

利
用

者
数

　
4,

17
6
人

　
貸

出
冊

数
 
 4

1,
3
06

冊

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

○
事

業
費

内
訳

活  動  指  標

単
位

実
績

値
　

・

、

事
務

補
助

員
報

酬
等

 
11

,1
72

,
58

9円
（

4人
分

）
移

動
図

書
館

利
用

者
数

（
延

べ
）

目
標

値
1
1,

0
00

11
,0

0
0

11
,0

00
11

,
00

0
11

,0
00

　
・

図
書

購
入

費
　

 　
　

　
 4

59
,
63

9
円

人
実

績
値

1
0,

7

2
5

-43-



3
生

学

6,
41

5円

指
標

名
目

標
値

令
和

 
5年

度
令

和
 
6年

度
令

和
 7

年
度

令
和

 8
年

度
令

和
 9

年
度

○
そ

の
他

の
事

業
　

　
　

　
　

　
 　

47
,
18

2円

活  動  指  標

単
位

実
績

値
○

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

（
相

談
業

務
）

 9
,5

16
件

読
書

イ
ベ

習

ン
ト

開
催

数
目

標
値

1
1

1
1

1
回

実
績

値
1

1
1

【
成

果
】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
読

書
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数
目

標
値

1
20

15
0

15
0

15
0

15
0

事 業 の 成 果 等

　
令

和
７

年
度

初
取

組
み

の
「

調
べ

る
学

習

活

コ
ン

ク
ー

ル
」

で
は

、
1
3作

品
の

人
実

績
値

2
17

14
5

18
2

応
募

の
中

、
９

作
品

が
天

草
関

連
の

内
容

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
子

ど
も

た
ち

図
書

館
貸

出
冊

数
目

標
値

48
0,

0
00

4
80

,0
0
0

48
0,

0
00

40
0,

00
0

40
0,

0

動

00
の

探
求

や
郷

土
愛

の
醸

成
に

つ
な

が
り

、
「

体
験

学
習

の
島

づ
く

り
」

の
推

進
冊

実
績

値
37

0,
1
13

3
66

,6
0
7

36
1,

0
92

の
一

助
と

な
る

こ
と

が
で

き
た

。
電

子
書

籍
貸

出
数

目
標

値
7
,0

0
0

1
6,

00

令

0
18

,
00

0
18

,

の

和

0
00

　
図

書
館

の
利

用

 

者
数

は
、

1
42

,2
1

7

9人
と

上
昇

し
つ

づ
け

て

年

お
り

、
ま

た
、

点
実

績
値

度

6
,5

0
6

1
0,

58

　

0
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
数

も
増

一

と
な

り
、

市
民

の
学

び
の

般

場
と

し
て

図
書

館
の

役
割

会

を
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
（

相
談計

業
務

）
数

目
標

値
8,

5

成

　

00
8
,7

0
0

8,
7

決

00
9,

50
0

10
,

算

0
00

果
た

す
こ

と
が

で

（

き
た

。
件

実
績

値
7,

9

単

90
9
,2

7
5

9,
5

位

16
　

－
 
4
5
 
－

：
円

）

あ
果

り
た

い
姿

所
属

教
育

部
 

を
生

涯
学

習
課

 天
草

市
立

地
中

央
図

書
館

庶
務

係

款
0

域

9
教

育
費

政
策

(8
)

生

涯
社

涯
に

わ
た

る
学

び
の

推
進

会

事
業

名
称

項
0
7

社
会

教

で

育
費

目
0
4

図
書

館
費

事

生

業
分

類
継

続
事

業
事

業
年

か

度
平

成
18

年
度

～
令

和

す

10
年

度

決
算

額
財

源
内

こ

訳
前

年
度

決
算

額
国

庫
支

と

出
金

県
支

出
金

市
債

そ
の

が

他
一

般
財

源

7,
62

3

で

,
5
41

7,
62

3
,

に
き

54
1

1
5,

70
8
,

て

2
55

節
節

　
名

　
称

金

い

　
額

区
分

款
　

・
　

節
　

ま

以
　

下
　

名
　

称
金

　
額

す

01
報

酬
2
,2

07
,

0

37
6

事 業 費 内 訳

03

5

職
員

手
当

等
45

0,
6

読

71
財 源 内 訳

04
共

済

書

費
44

6,
57

7
07

活

報
償

費
10

2,
00

0

わ

動

08
旅

費
49

,7
35

推

12
委

託
料

2
50

,0

進

00
13

使
用

料
及

び
賃

事

借
料

4
,0

70
,0

0

業

0
（

上
記

以
外

）
47

,
18

2
【

目
的

】
○

読
書

イ
ベ

ン
ト

（
絵

本
作

家
 
サ

ト
シ

ン
さ

ん
に

よ
る

絵
本

ラ
イ

ブ
）

事 業 の 目 的 ・ 効 果

　
市

民
に

読
書

の

た

楽
し

さ
を

理
解

し
て

も
ら

い
、

意
欲

的
に

読
書

に
親

し
ん

で
も

ら
う

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
市

民
の

読
書

活
動

事  業  実  績

　
・

開
催

1回
 
　

参
加

者
1
82

人
　

 2
50

,
00

0円
の

推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

（
相

談
業

務
）

に

り

よ
る

必
要

な
情

報
や

資
料

の
提

供
に

努
め

、
図

書
館

の
必

要
性

を
浸

透
○

読
み

聞
か

せ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
交

流
会

・
講

座
さ

せ
る

。
ま

た
、

電
子

書
籍

サ
ー

ビ
ス

に
よ

り
、

市
民

の
利

便
性

の
向

上
、

読
書

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
推

進
、

学
習

環
境

の
整

備
を

行
い

　
・

開
催

学

3回
　

 
 参

加
者

52
人

　
  

 6
,
00

0円
、

市
民

の
読

書
環

境
の

充
実

を
図

る
。

○
古

文
書

学
習

会
 

【
効

果
】

　
・

開
催

11
回

　
 参

加
者

86
人

 　
 2

0,
00

0円
　

読
書

が
市

民
の

生
活

の
一

部
と

し
て

浸
透

す
る

こ
と

に
よ

り
利

用
者

び

増
に

つ
な

が
り

、
読

書
意

欲
や

読
書

率
の

向
上

と
と

も
に

、
豊

○
巡

回
お

は
な

し
会

か
な

心
の

育
成

と
幸

福
度

の
向

上
が

期
待

で
き

る
。

ま
た

、
市

民
が

利
用

し
や

す
い

形
態

で
の

読
書

方
法

の
選

択
肢

が
広

が
る

こ
と

で
　

・
開

催
22

回
　

参
加

者
9
55

人
 　

、

 5
3
,0

00
円

、
多

様
な

市
民

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
講

座
　

・
開

催
3回

　
 
参

加
者

3
08

人
　

　
 5

,
00

0円
○

電
子

図
書

館
サ

ー
ビ

ス
　

　
　

7,
21

5,
94

4円
○

調
べ

る
学

習
コ

ン
ク

ー
ル

　
　

　
 2

2
6
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